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ス

第

一
節
　
急
激
な
人
口
増
加
と
人
口
構
成

の
変
化

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
た
翌
年
に
あ
た
る

一
九
四
六

（昭
和
二
一
)
年
、
現
在

の
高
槻

市
域

に
相
当

す

る
地
域
に
は

一
万

一
、
八
二
三
世
帯
、
五
万
二
、
二
八
九
人
が
住
ん
で
い
た
の
み
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
か
ら

三
四
年
を
経
過
し
た

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
)
年
に
は
世
帯
数

一
〇
万
三
、九
六
八
世
帯
、
人
口
三
四
万
○
、
七
二
二
人
を
数
え
、

こ
の
間
に
世
帯
数
は
八

・
八
倍
、
人
口
は
六

・
五
倍
と
い
う
著
し
い
増
加
を
記
録
し
た
。

と
は
い
え
、
こ
の
間
世
帯
数
や
人
口
は

一
様
に
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
年
代
的
に
も
、
ま
た
地
域
的
に
も
変
化
の
多

い

歩
み
を
示
し
て
き
た
。
表

一
七
二
は
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
を
現
在
の
高
槻
市
域
に
組

み
替
え
て
、
世
帯

数
お
よ
び
人
口
の
推
移
と
、
五
年
ご
と
の
増
加
率
を
示
し
た
も
の
で
、
昭
和
二
〇
年
代
に
は
ゆ
る
や
か
な
増
加
傾
向
を
た
ど

っ

て
い
た
高
槻
市
域
の
世
帯
数
と
人
口
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
た
昭
和
三
〇
年
代
に
は
急
速
に
増
加
し
は
じ
め
、
昭
和
四

〇
年
代
に
は
五
年
ご
と
に
三
万
余
世
帯
、

一
〇
万
人
前
後
も
増
加
す
る
と
い
う
爆
発
的
な
伸
び
を
示
し
た
。
全
国
屈
指

の
人
口

急
増
都
市
と
し
て
高
槻
市
の
名
が
宣
伝
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
も
昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
鈍
化
し
て
今
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Ⅸ 現 代 の 高 槻

日
に
至

っ
て
い
る
。

毎
年
の
人
口
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
示
し
た
図
三
六
は
こ
の
間

の
動
向
を

よ
り
い

っ
そ
う
端
的
に
示
し
て
お
り
、
昭
和
二
〇
年
代
の
漸
増
傾
向
が

一

九
五
九
（昭
和
三
四
)
年
ま
で
は
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
こ
の

年
を
境
に
し
て
高
槻
市
の
人
口
は
急
増
期
に
入
り
、
六
五
年
以
降
は
爆
発

的
に
増
加
し
た
こ
と
、
こ
の
爆
発
的
な
人
口
増
加
も
七
五
年
か
ら
は
急
速

に
鈍
化
し
、

一
九
七
八
年
以
降
は
人
口
増
加
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。

表

一
七
三
は
人
口
増
加
の
動
向
を
地
域
的
に
検
討
す
る
た
め
に
、
旧
行

政
町
村
ご
と
の
人
口
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
五
五

（昭
和
三

〇
)
年
以
前
に
つ
い
て
は
資
料
不
足
の
た
め
当
時

の
行
政
市
町
村
単
位

で

し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

高
槻
市
の
人
口
が
急
増
期
に
入
り
は
じ
め
た

一
九

六
〇

（昭
和
三
五
)

年
の
地
区
別
人
口
は
、
高
槻
地
区
の
二
万
余
人
、
芥
川
地
区
と
富
田
地
区

の
各

一
万
余
人
が
そ
の
他
の
地
区
を
圧
し
て
お
り
、
当
時
は
な
お
、
歴
史

的
都
市
核
を
有
す
る
こ
れ
ら
の
三
地
区
に
人
口
が
集
中
し
て
い
た
。
こ
れ

以
前
の
人
口
増
加
は
主
と
し
て
三
地
区
に
お
け
る
も
の
で
、
そ
の
他

の
地

表１７２ 高槻市域の人口推移
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

表173　 地 区 （旧町村)別 の人口推移
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

図36　 高 槻 市 の毎 年 の 人 口の推 移　 1946～1980（ 昭和 ２１～５５)年

区
は
な
お
農
村
的
景
観
を
色
濃
く
と
ど
め
て
お
り
、
人
口
増
加
は
微

々
た
る
も

の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し

一
九
六
〇
年
以
降
は
様
相
が

一
変
し
、

一
九
六
〇
～
六
五

年
に
は
磐
手

・
大
冠
の
両
地
区
で
二
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
る
人

口
増
加
率
を
記
録
し
た
の
を
は
じ
め
、
如
是
地
区
と
阿
武
野
地
区
の

人
口
も
二
倍
以
上
に
増
加
す
る

一
方
、
そ
れ
ま
で
顕
著
な
人
口
増
加

を
示
し
て
い
た
前
記
三
地
区
で
は
、
富
田
地
区
の
み
が
九
千
人
余
の

人
口
を
増
加
さ
せ
た
も

の
の
、
芥
川
地
区
で
は
人

口
増
加

が
鈍
化

し
、
高
槻
地
区
の
人
口
は
減
少
し
た
。
続
く
昭
和

四
〇
年
代
前
半
に

人
口
増
加
が
著
し
か

っ
た
の
は
大
冠

・
清
水

・
五
領

・
富
田
の
四
地

区
で
、
三
箇
牧
の
人
口
も
絶
対
数
は
小
さ
い
な
が
ら
も
二
倍
以
上
に

増
加
し
た
。
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
は
人
口
増
加
地
区
が

一
層
拡
大

し
、
増
加
数
で
は
富
田
地
区
を
筆
頭
に
大
冠

・
如
是

・
清
水

・
磐
手

の
五
地
区
で

一
万
人
以
上
の
増
加
を
記
録
す
る

一
方
、
増
加
率
で
は

三
箇
牧
地
区
が
引
き
続
き
二
倍
近

い
伸
び
を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
域
北
端
の
樫
田
地
区
で
は
、
都
市
部

へ
の
交
通

が
不
便
で
、
地
元
に
は
ほ
と
ん
ど
雇
用
機
会
を
有

し
な
い
た
め
、
昭
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第三章 市街地の拡大と農村の変貌

和
二
〇
年
代
後
半
か
ら
同
四
〇
年
代
前
半
ま
で
人
口
減
少
が
続
き
、
こ
と
に
昭
和
三
〇
年
代
に
お
け
る
減
少
が
著
し
か

っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
わ
ず
か
な
が
ら
も
増
加
に
転
じ
て
、
二
〇
年
間
続
い
た
人
口
減
少
に
終
止
符
を
打

っ

た
。人

口
の
自
然
的
増

加
と
社
会
的
増
加

一
定
期
間
に
お
け
る
特
定
地
域
の
人
口
増
減
は
、
自
然
的
増
加
と
社
会
的
増
加
の
合
計

で
示
さ
れ

る
。

前
者
は
出
生
に
よ
る
人
口
増
加
か
ら
死
亡
に
よ
る
人
口
減
少
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
転
入

に
よ
る
人
口
増
加
か
ら
転
出
に
よ
る
人
口
減
少
を
引

い
た
も

の
で
あ
る
。

前住地別構成 （単位：人)

図
三
七
は

一
九
五
六

（
昭
和
三
一
）
年
度
以

降
高
槻
市
に
お
け
る
人
口
の
自
然
的
増
加
と

社
会
的
増
加
の
推
移
を
示

し
た
も
の
で
、

一

見
し
て
社
会
的
人
口
増
加

の
変
動
が
顕
著
だ

っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
市
域
外
か
ら
引
越
し
て
き
た
転
入

者
数
は
、

一
九
五
六
～
九

（昭
和
三
一
～
四
)

年
に
は
年
間
五
千
人
前
後
で
安
定
し
て
い
た

が
、

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年
に

一
万
人
の

大
台
に
乗

っ
た
後
は
年

々
増
加
を
続
け
、
六

五
年
に
二
万
人
、
六
八
年

に
三
万
人
、
七
〇
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

表174　 高槻市への転入者の

年
に
は
四
万
人
と
あ
い
つ
い
で
大
台
を
更
新

し
て
、
七

一
年
に
は
遂
に
四
万
九
、
八
五
三

人
と
い
う
最
高
を
記
録
し
た
。
し
か
し
こ
れ

以
後
は
転
入
者
が
減
少
し
は
じ
め
、
昭
和
五

〇
年
代
前
半
の
年
間
転
入
者
数
は
二
万
五
、

○
○
○
人
前
後
を
上
下
す

る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
転
入
者
の
前
住
地
別
構
成
は
表

一
七
四
に
示
し
た
通
り
で
、
各
年
次
と
も
全

国
各
地
か
ら
転
入
者
を
迎
え
て
、
高
槻
市
民

の
出
身
地
構
成
の
広
さ
が
注
目
さ
れ
る
が
、

一
方
で
は
近
畿
地
方
か
ら

の
転
入
者
が

一
九

七
五
（昭
和
五
〇
)
年
お
よ
び

一
九
八
〇
（昭
和

五
五
)
年
を
除
い
て
ど
の
年

次
も
七
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
こ
え
て
い
る
。
そ
れ
も
、
大
阪
府

下
か
ら
の
転
入
者
が
全
体
の
半
数
前
後
を
占
め
て
圧
倒
的
に
多
く
、兵
庫
県
と
京
都
府
が
こ
れ
に
続

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

高
槻
市
が
京
阪
神
大
都
市
圏
か
ら
の
来
住
者
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
地
方
か
ら
大
都
市

へ
出
て
き
た
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第三章 市街地の拡大と農村の変貌

人
達
が
、
ま
ず
は
大
都
市
内
部
な
い
し
は

そ
の
隣
接
地
に
住
み
、
そ
の
後
で
郊
外
の

住
宅
地
に
住
居
を
定
め
る
と
い
う
傾
向
を

反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
市
域
外

へ
引
越
し
て
人
口
の
社

会
的
減
少
を
も
た
ら
す
転
出
者
数
は
、
昭

和
三
〇
年
代
後
半
の
年
間
三
～
四
千
人
台

か
ら
、
昭
和
四
〇
年
代
前
半
以
降
次
第
に

増
加
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
動
き
は
転
入

者

の
場
合
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
時
期
的

に
も
数
年
ず
れ
て

一
九
七
三

（昭
和
四
八
)

年
に
二
万
八
、
八
七
七
人
と
ひ
と
つ
の
ピ

ー
ク
に
達
し
た
。
そ
の
後
の
動
き
は
転
入

者
と
は
異
な
り
、
年
間
二
万
七
～
八
千
人

台
と
い
う
高
い
水
準
を
維
持
し
、
七
九
年

に
は
二
万
九
、
六
五
〇
人
と
過
去
最
高
の

人
数
に
達
し
た
。

図３７ 高槻市人口の自然的増加と社会的増加 １９５６～１９８０（昭和３１～５５)年
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Ⅸ 現 代 の 高 槻

こ
の
結
果
、
両
者
の
差
で
示
さ
れ
る
社
会
的
人
口
増
加

の
伸
び
は
、
昭

和
三
〇
年
代
前
半
の
停
滞
か
ら

一
九
六
〇
年
に
急
増
し
た
後
、
六
六
年
ま

で
は
漸
増
し
、
以
後
七
〇
年
ま
で
急
増
し
て
爆
発
的
人
口
増
加
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
こ
れ
も
七
〇
年
の
二
万
三
、
五
五
七
人
が
ピ

ー
ク
で
、
以
後
は
転
出
者
数
の
増
大
に
相
殺
さ
れ
て
社
会
的
増
加
の
実
数

は
急
速
に
減
少
し
、
転
出
数
者
が
転
入
者
数
を
上
回
る
よ
う
に
な

っ
た
七

七
年
以
降
は
社
会
的
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
自
然
的
人
口
増
加
の
動
き
は
は
る
か
に
緩
慢
で
あ

っ

た
。
昭
和
三
〇
年
代
前
半
、
年
間
千
人
前
後
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
出
生
数

は
、
同
年
代
後
半
に
な
る
と
次
第
に
増
加
し

一
九
六
五
年
に
は
三
、

一
三

九
人
と
初
め
て
三
千
人
台
に
乗
り
、
翌
六
六
年
は

「
ひ
の
え
う
ま
」
に
あ

た

っ
た
た
め

一
時
的
に
二
、
五
六
二
人
ま
で
減
少
し
た
も
の
の
、
以
後
昭

和
四
〇
年
代
に
は
市
域
人
口
の
爆
発
的
な
増
加
と
と
も
に
着
実
に
増
え
続

け
、

一
九
七
三
年
に
は
八
、
六
五
三
人
と
最
高
を
記
録
し
た
。
こ
れ
以
降

の
出
生
数
は
、
前
述
し
た
総
人
口
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
減
少
し
て
き

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
死
亡
数
は
昭
和
三
〇
年
代
前
半
の
年
間
五
〇
〇

人
前
後
か
ら

一
九
八
〇
年
の

一
、
二

一
五
人
ま
で
ゆ
る
や
か
に
増
加
し
て

表１７５ 人 口自然増加率の推移
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第三章 市街地の拡大と農村の変貌

き
た
。

し
た
が

っ
て
、
自
然
的
人
口
増
加
の
動
向
は
出
生
数
の
増
減
に
対
応
し
た
曲
線
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
社
会
的
人

口
減
少
を
記
録
す
る
よ
う
に
な

っ
た

一
九
七
七
年
以
降
も
、
自
然
的
人
口
増
加
の
方
は
四
～
五
千
人
台

の
水
準
を
維
持
し
て
前

者
を
相
殺
し
、
こ
の
時
期
の
市
域
人
口
総
数
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

表

一
七
五
は

一
九
五
五

（昭
和
三
〇
)
年
以
降
五
年
ご
と
の
出
生
率

・
死
亡
率

・
自
然
増
加
率
を
示
し
た
も

の
で
、
市
域
人
口

の
増
加
が
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
な
か
っ
た
昭
和
三
〇
年
代
に
は
、
高
槻
市
の
出
生
率

・
死
亡
率
が
と
も
に
日
本
全
体
の
そ
れ
ら
を

若
干
下
回

っ
て
い
た
が
、
人
口
増
加
が
著
し
く
な

っ
た
昭
和
四
〇
年
代
に
は
高
槻
市
の
出
生
率
が
全
国
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回

る
よ
う
に
な
る

一
方
、
死
亡
率
は
高
槻
市
の
方
が
は
る
か
に
低
く
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
高
槻
市
の
人
口
増
加
を
支
え
て
い

た
年
齢
層
が
主
と
し
て
青
壮
年
層
で
あ

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
現
象
で
、
人
口
増
加
が
鈍
化
し
て
き
た
昭
和

五
〇
年
代
に
な
る

と
、
両
者
の
差
は
再
び
縮
小
し
て
き
て
い
る
。

人

口

ピ

ラ

ミ

ッ
ド

人
口
の
性
別

・
年
齢
別
構
成
を
表
現
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
グ
ラ
フ
が
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
、
そ
の
形
は

出
生

・
死
亡
や
人
口
移
動
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
変
化
し
、
人
口
移
動
が
少
な
い
場
合
は
出
生

・
死
亡
率

の
歴

史
的
変
化
を
反
映
し
た
形
と
な
る
が
、
人
口
移
動
が
大
き
い
場
合
に
は
、
多
く
の
場
合
移
動
者
の
年
齢
が
青
少
年
層
に
集
中
し

て
い
る
の
で
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

図
三
八
は

一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年
か
ら

一
〇
年
ご
と
に
作
成
し
た
高
槻
市

の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
、

こ
の
間

に
高
槻
市

民
の
年
齢
構
成
が
大
き
く
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年
当
時
、
現
在

の
高
槻
市
域
に
は

六
万
人
足
ら
ず
の
人
口
し
か
住
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
多
く
が
い
わ
ゆ
る
農
村
人
口
で
、
人
口
移
動
も
少
な
か

っ
た
。
都
市
的
集
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

落
と
し
て
は
わ
ず
か
に
高
槻

・
芥
川
地
区
と
富
田

地
区
が
小
さ
な
市
街
地
を
形
成

し
て

い
た

の
み

で
、
都
市
化

の
波
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
波
及
し
て
い

な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
こ
の
年
の
人
口
ピ
ラ

ミ

ッ
ド
に
、
全
体
と
し
て
男
女
と
も
に
若
年
層
ほ

ど
人
口
の
多

い
、
文
字
通
り
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
と
い

っ
て
大
過
な
い
図
形
を
と
ら
せ
た
背
景
で
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
影
響
が

二
五
～
三
四
歳
男
女
の
凹
み
と
し
て
刻
み
込
ま
れ

て
い
る

一
方
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
○
～
四

歳
層

の
多
さ
に
反
映
し
て
い
る
。

一
五
～
二
四
歳

層
が
わ
ず
か
な
が
ら
相
対
的
に
多
く
な

っ
て
い
る

の
は
、
空
襲
を
受
け
ず
に
戦
前
か
ら
立
地
し
て
い

た
工
場
が
若
年
労
働
力
を
吸
引
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
〇
年
代
は
、
高
槻

・
富
田
間
の
国
道
沿

い
に
近
代
的
大
工
場
が
あ
い
つ
い
で
進
出
し
、
工

図38　 高 槻 市 の人 口 ピ ラ ミ ッ ド
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業
化
を
主
軸
と
す
る
都
市
化
が
進
行
し
は
じ
め
た
時
期
で
、当
時

の
高
槻
は
工
業
都
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

の
方
が
強
か

っ
た
。

当
時
は
な
お
、
中
学
卒
業
生
を
大
量
に
雇
用
し
て
生
産
活
動
が
営
ま
れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年
の
人

口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は

一
五
～
三
四
歳
の
男
女
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
典
型
的
な
ツ
ボ

（壷
)
型
を
呈
し
て
い
る
。

一
〇
～

一
四
歳

層
が
多

い
の
は
生
後

一
〇
余
年
を
経
た
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
で
あ
る
。

続
く

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
)
年
は
高
槻
市
が
爆
発
的
人
口
増
加
の
渦
中
に
あ

っ
た
時
期
で
、
大
規
模
な
住

宅
地

の
開
発
が

あ
い
つ
い
で
進
め
ら
れ
、
若
い
家
族
が
増
加
し
て
多
く
の
子
供
達
が
生
れ
た
。
有
業
者
の
多
く
は
大
阪
市
を
は
じ
め
と
す
る
市

域
外

へ
通
勤
し
、
高
槻
市
は
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。
人
口
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
は
三
〇
歳
前
後
と
乳
幼
児

が
極
端
に
多
い
星
型
を
示
す
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
年

の
高
槻
市
民
の
中
位
年
齢
は
二
七

・
四
歳

で
、
日
本
全
体

の
二
九

・
○

歳
よ
り

一
・
六
歳
若

い
若
者
都
市
で
あ

っ
た
。

そ
し
て

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
)
年
、
人
口
の
増
加
が
急
速
に
鈍
化
し
、
出
生

数
も
低
下
し
て
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
二
〇
～
二
四
歳
層
と
乳
幼
児
に
く
び
れ

を
も

つ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

（瓢
箪
)
型
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
。
わ
ず
か
三
〇
年

の
間

に
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
形
で
示
さ
れ
る
人
口
構
成
を
、
高
槻
市
の
場
合
ほ
ど

め
ま
ぐ
る
し
く
、
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
例
は
少
な
い
。

な
お
、
女

一
〇
〇
人
に
対
す
る
男
の
人
口
で
示
さ
れ
る
性
比
の
変
化
は
表

一

七
六
の
通
り
で
、
全
国
の
そ
れ
が
九
六

・
三
～
九
と
ほ
と
ん
ど
変
化
せ
ず
、
常

に
女
の
方
が
多
い
数
値
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
高
槻
市
で
は
六
〇
年
以
降

表１７６　高槻市人口の性比
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

男

の
方
が
多
く
な
り
、
工
業
化
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
六
五
年
に
は
最
大
の
性
比
を
示
し
た
が
、
以
後
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
化
の
進
展

と
と
も
に
男
女
間

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
し
て
き
て
い
る
。

産

業

別

人

口

構

成

高
槻
市

の
急
激
な
都
市
化
は
、
市
民
の
産
業
構
成
を
も
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
。
表

一
七
七
と
図
三
九
は

国
勢
調
査

の
結
果
を
も
と
に
、

現
高
槻
市
域
に
組
み
替
え
て
そ
の
推
移
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
就
業
者
総
数
は
、

一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年
の
二
万

三
、
二
七
四
人
か
ら

一
九

八
〇

（昭
和
五
五
)
年
の

一
四
万

一
、
三
五
七
人
ま

で
、
ほ
ぼ
人
口
増
加
に
見
合

っ
た
増
加
を
示
し
て

き
た
が
、
各
年
次
の
総
人
口
に
占
め
る
就
業
者
の

割
合
は
年
次
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
一
九
五
〇
年
に
は
三
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す

ぎ
な
か

っ
た
も
の
が
、
以
後
次
第
に
構
成
比
を
増

大
さ
せ
て
、

一
九
六
五
年
に
は
四
六

・
八
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
し
、
老
人
か
ら
子
供
ま
で
を
含
め
た
全

市
民
の
半
分
弱
が
何
ら
か
の
産
業

に
就
業
し
て
い

る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
し
た
。
前
述
し
た
よ
う

図３９　産業別人口構成 の推移
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に
、
こ
の
時
期

の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
ツ
ボ
型
を
呈
し
て
生
産
年
齢
人
口
が
高
い
割
合
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
事
実
こ
の

年
に
は

一
五
～
六
四
歳

の
人
口
が
全
体
の
七

一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
達
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
ベ

ッ
ド
タ

ウ
ン
化
の
進
行
と
と
も
に
就
業
者
率
は
低
下
し
は
じ
め
、
一
九
八
〇
年
に
は
再
び

一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年
頃
の
水
準
に
ま
で

戻

っ
て
し
ま

っ
た
。

次
に
産
業

（大
分
類
)
別
の
人
口
構
成
を
み
る
と
、

一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年
に
は
三
〇

・
三
パ
ー
セ
ン

ト
と
最
大
の
構
成

比
を
有
し
て
い
た
農
業
が
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
急
速
に
そ
の
比
重
を
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
製
造
業
は
同
年
代
を

通
じ
て
着
実
に
構
成
比
を
拡
大
さ
せ
、
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
)
年
に
は
三
八

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
比
率
を
示
し
た
。

工
業
都
市
高
槻
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
支
え
る

デ
ー
タ
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
高
槻
の
都
市
化
は
ま
ず
工

業
化
が
先
行
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
間

に
も
人
口
の
増
加
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
た

新
し
い
需
要
を
背
景
に
、
卸
小
売
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
、
金
融

・
保
険

・
不
動
産
業
な
ど
も

少
し
ず

つ
増
大
し
て
き
て
お
り
、
製
造
業

の

構
成
比
が
低
下
し
た

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
)

年
に
は
、
卸
小
売
業
以
下
の
、
い
わ
ゆ
る
第

構 成
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

三
次
産
業
人
口
が
過
半
数
を
占
め
、
以
後
も

順
調
に
比
重
を
高
め
て
き
て
い
る
。

通

勤

・
通

学

者

の

流

動

高
槻

の
人
口
は
上
述
の
よ

う
な
産
業
構
成

の
変
化
を

示
し
て
き
た
が
、
そ
の
就
業
地
は
必
ず
し
も

高
槻
市
内
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
ま
た
、
高
槻
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
活
動
も
、
高
槻
市
に
常
住
す
る
市
民

の
み
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

く
、
そ
こ
に
は
通
勤
と
い
う
形
を
と
る
人
口

流
動
が
み
ら
れ
、
地
域
相
互
間
の
結
び

つ
き

が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。

表

一
七
八

・
一
七
九
は
高
槻
市
に
お
け
る

通
勤
に
よ
る
人
口
流
動
の
概
要
を
把
握
す
る

た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
、
た
と
え
ば

一
九

五
五

（昭
和
三
〇
)
年

に
は
、
現
在

の
高
槻

市
域
内
に
常
住
す
る
就
業
者
が
二
万
六
、
六

表177　 高 槻 の 産 業 （大 分 類)別 人 口
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

表１７８　高槻市の通勤人口の流動

二
三
人
お
り
、
そ
の
う
ち
九
、
九
七
八
人
が
市
域
外

へ
通
勤
す
る

一
方
、
市
域
外
か
ら

は
三
、
四

一
八
人
が
通
勤
し
て
き
て
、
結
局
、
市
域
内
の
産
業
活
動

は
二
万
六
三
人
に

よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

高
槻
市
の
人
口
が
増
加
し
、
産
業
活
動
が
活
発
化
す
る
中
で
、
常
住
就
業
者
数
や
流

出
就
業
者
数

・
流
入
就
業
者
数

・
昼
間
就
業
者
数
が
い
ず
れ
も
着
実

に
増
加
し
て
き
た

表１７９　大阪市への通勤者の流出

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
そ
の
増
加

の
歩
み
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
高
槻
市
の
工
業

化
が
急
速
に
進
ん
だ
昭
和
三
〇
年
代
前
半
に
は

流
入
就
業
者
数
が

一
挙
に
三
倍
近
く
増
大
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
流
出
就
業
者
の
増
加
の
方
が

大
き
く
、
高
槻
市
が
次
第
に
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
化

し
て
い
っ
た
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。

常
住
就
業
者
の
う
ち
ど
れ
だ
け
が
市
域
外

へ

通
勤
し
て
い
た
か
を
示
す
流
出
率
は
、

一
九
五

五

（昭
和
三
〇
)
年
に
は
な
お
三
七

・
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
が
、
以
後
次
第
に
増

加
し
て

一
九
六
五
年
に
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

と
な
り
、

一
九
七
五
年
に
は
五
九

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
達
し
た
。
常
住
就
業
者

一
〇
人
の
う
ち
六
人
ま
で
が
市
域
外

へ
通

勤
す
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
通
勤
者
の
最
大
の
通
勤
先
は
大
阪
市
で
あ
り
、
大
阪
市

へ
の
通
勤
者
は

一
九
五
五

（昭
和
三
〇
)
年

の
六
、
九
七
三
人

表180　 高槻市の通学者の流動

か
ら

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
)
年

の
四
万
五
、
五
四
五
人
ま
で
、
こ
の
二
〇
年
間
に
六

・
五

倍
も
増
加
し
た
。
し
か
し
大
阪
市

へ
の
通
勤
者
が
常
住
就
業
者
全
体

に
占
め
る
割

合

（流

出
率
Ａ
)
は
大
き
な
変
動
を
示
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
流
出
就
業
者
総
数

に
占

め
る
割
合

（流
出
率
Ｂ
)
は
次
第
に
低
下
し
て
き
て
お
り
、
郊
外
地
域
で
の
都
市
化

・
工
業
化
が
進
む

に

つ
れ
て
大
阪
市
の
地
位
が
相
対
的
に
低
下
し
て
き
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

一
方
、
高
槻
市
の
産
業
活
動
を
担

っ
て
い
る
昼
間
就
業
者
が
市
域
外
か
ら
の
通
勤
者
に

依
存
し
て
い
る
割
合
を
示
す
流
入
率
は
、
一
九
五
五

（昭
和
三
〇
)
年
に
は

一
七

・
○
パ
ー

セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年
に
は
三
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に

ま
で
増
加
し
、
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
)
年
に
最
大
の
割
合
を
示
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
は

市
内
に
居
住
す
る
就
業
者

の
割
合
が
増
加
し
て
、
流
入
率
は
低
下
し
て
き
て
い
る
。

通
学
者
の
流
動
も
ま
た
、
人
口
の
増
加
と
と
も
に
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
人

数
は
通
勤
者
よ
り
は
る
か
に
少
な
く
、
流
動
状
況
も
通
勤
者
の
場
合
と

は
か
な
り
異
な

っ

て
い
る
。
そ
の
第

一
点
は
、
高
槻
市
内
で
の
高
等
教
育
機
関
の
不
備
を
反
映
し
て
流
出
通

学
者
数
が
流
入
通
学
者
数
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第

二
に
は
流
出
先
と
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し
て
の
大
阪
市
の
地
位
が
低
下
し
、
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
)
年
以
降
は
京

都
市
が
最
大
の
通
学
先
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
茨
木
市
の
地
位
が
相

対
的
に
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
通
勤

・
通
学
者

の
流
動
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
四
〇

（折
込
み
、
一
〇
八
四
～
五
ペ
ー
ジ
参
照
)
は

高
槻
市
の
工
業
化
に
と
も
な

っ
て
流
入
通
勤
者

の
増
加
が
著
し
か
っ
た

一

九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年
に
つ
い
て
、
市
町
村
別
に
高
槻
市
の
流
出

・
流
入

人
口
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
、
大
阪

・
神
戸
両
市
を
は
じ
め
阪
神
大
都

市
圏
の
中
心
部
に
近
い
市
町
に
対
し
て
は
流
出
超
過
に
な
っ
て
い
た
の
に

対
し
、
京
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
よ
り
外
縁
部
の
市
町
に
対
し
て
は
流
入

超
過
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
、
き
わ
だ
っ
た
対
照
を
示
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
、
当
時
の
高
槻
市
が
阪
神
大
都
市
圏
の
中
核
地
域

へ
は
よ
り
多
く

の
通
勤
者
を
流
出
さ
せ
る

一
方
、
外
縁
部
か
ら
は
通
勤
者
を
吸
引
し
て
産

業
活
動
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

写４８４　通勤通学 ラッシュの阪急高槻駅ホーム （広報課提供)

 

と

こ

ろ
が

高

槻

市

の

ベ

ッ
ド

タ

ウ

ン
と

し

て

の
性

格

が
強

く

な

っ
た

一
九

七

五

（昭
和
五
〇
)
年

に

な

る
と

状

況

は

大

き

く

変

化

し
、

図

四

一

（
折
込
み
、

一
〇

八
四
～
五
ぺ
ー
ジ
参
照
)

に
示

し

た
よ

う

に
、

京

阪

神

大
都

市

圏

の
拡

大

に
対

応

し

て
人

口
流

動

圏

が

か

な

り
拡

大

し
た

と

は

い
う

も

の

の
、

ほ

と

ん
ど

の
市

町

に
対

し

て

は
流

出

超

過

と

な

り

、
流

入
超

過

の
市

町

は
滋

賀
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県
下
や
京
都
府
南
部
と
い
っ
た

一
層
外
縁
部
に
多
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
槻
市
の
人
口
流
動
圏
が
、
近
江
八
幡
市
か
ら
明

石
市
ま
で
東
海
道
本
線
沿
い
に
は
大
き
く
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
に
直
交
す
る
方
向

へ
の
ひ
ろ
が
り
は
き
わ
め
て

限
ら
れ
、
全
体
と
し
て
北
東
か
ら
南
西

へ
伸
び
る
細
長
い
範
囲
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

第
二
節
　
伝
統
的
農
林
業

の
衰
退

Ⅸ　現 代 の 高 槻

耕

地

面

積

の

減

少

昭
和
三
〇
年
代
以
降
急
激
に
増
加
し
た
高
槻
市
の
人
口
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
市
域

の
南
部
に
ひ
ろ
が
る
沖

積
低
地
や
そ
の
北
に
続
く
台
地

・
丘
陵
地
に
拡
大
し
て
い
っ
た
市
街
地
で
あ
り
、
市
街
地

の
拡
大
は
必
然
的

に
耕

地

面

積

の
減

少

を

も

た

ら

し

た

。

一
九

五
〇

（昭
和

二
五
)
年

に
実

施

さ

れ

た

最

初

の
農

林
業

セ

ン
サ

ス
に

よ

れ
ば

、
現

高

槻

市

域

の
経

営

耕

地
総

面
積

は

二

、

一
五

九

ヘ
ク

タ
ー

ル
に
達

し

て

い

た
が

、

一
〇

年

後

の

一
九

六
〇

（昭
和
三
五
)
年

ま

で

に

三

六

三

ヘ
ク
タ

ー

ル
減

少

し

て

一
、

七

九

六

ヘ
ク

タ

ー

ル
と

な

り
、
そ

の
後

の

一
〇

年

間

で

も

六

八

一
ヘ
ク

タ
ー

ル
減

っ
て
、
七

〇
年

に

は

一
、
一

一
五

ヘ
ク

タ

ー

ル

に

す

ぎ

な

く

な

っ
た

。

そ

し

て

一
九

八
〇

（
昭
和
五
五
)
年

、
農

林

業

セ

ン
サ

ス

で
集

計

さ

れ

た
高

槻

市

の
経

営

耕

地

総

面

積

は

七

八

四

ヘ
ク

タ

ー

ル
で

、

一
九

五

〇

（
昭
和

二
五
)
年

当

時

に

比

べ
れ

ば

三

分

の

一
近
く

に

ま

で
減

少

し

て

し
ま

っ
た

（
表

一
八

一
)
。

こ

の
耕

地

面
積

の
減

少

を

一
九

六
〇

（昭
和
三
五
)
年

以
降

に

つ

い
て
旧

町
村

別

に
示

し
た

の
が

図

四

二

で

、
市

街

地

の
拡

大

が

著

し
か

っ
た

大

冠

・
如

是

・
富

田
地

区

の
減

少

が

目

立

ち

、

大

冠

地

区

で

は

一
四
二

ヘ
ク

タ

ー

ル
、
如

是

地

区

で

は

七

三

ヘ

ク
タ

ー

ル
、

富

田
地

区

で

は

八

四

ヘ
ク

タ

ー

ル
も

の
耕

地

が

こ

の

二
〇

年

間

に
失

わ

れ

た

。

一
方

、

三
箇

牧

・
清

水

・
五
領

の
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

耕地面積
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

表１８１　旧市町村別経営
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

三
地
区
は

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
)
年
に
も

一
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
耕
地
を
有
し

て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
区
で
も
耕
地
面

積

は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
二
〇
年
間
の
縮

小
面
積
は
三
箇
牧
地
区
で
九
〇

ヘ
ク
タ
ー

ル
、
清
水
地
区
で
六
四

ヘ
ク
タ
ー

ル
、
五

領
地
区
で
四
三

ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
達

し

た
。こ

の
よ
う
な
耕
地
面
積

の
減
少
は
、
必

然
的
に
農
業
的
土
地
利
用
の
あ
り
方
に
も

変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九

五
〇

（昭
和
二
五
)
年
当
時
、
高
槻
市
域
で

は
水

田
が
耕
地
面
積

の
九
七

・
六
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
米
作
を
主
体
と
す
る
農
業

が
営
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
水
田
の
半
分

余
り
は
二
毛
作
田
で
、
麦
類
や
菜
種
を
中

心
と
す
る
裏
作
も
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
い
た

図４２　高槻市内地区別経営耕地面積の変遷
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
集
約
的
土
地
利
用

は
押
し
寄
せ
る
都
市
化
の
波

の
中
で
急
速
に
失
わ
れ
、
二

毛
作
田
は
水
田
面
積
の
減
少
以
上
に
早
い
速
度
で
消
滅
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

集
約
的
土
地
利
用
の
後
退
は
、
一
九
七
〇

（昭
和
四
五
)

年
ま
で
は
樹
園
地
や
畑
の
減
少
を
も
と
も

な

っ
て

い
た

が
、
こ
れ
ら
の
地
目
は
こ
の
年
を
底
と
し
て
そ
の
後
は
再

び
増
加

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
圧
倒
的
な
市

街
地
拡
大
の
中
で
農
用
地
が
緑
地
と
し
て
見
直
さ
れ
は
じ

め
、
都
市
農
業
の
育
成
が
政
策
的
に
実
施
さ
れ
て
い
っ
た

結
果
を
反
映
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
前
述
の
よ
う
に
減
少
し
て
い
っ
た
耕
地
は
何

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
農
地
転

用
の
状
況
か
ら
み
た
の
が
表

一
八
二
お
よ
び
図
四
三

・
四

四
で
、

一
九
五
八

（昭
和
三
三
)
年
か
ら
八
〇

（同
五
五
)

年
ま
で
に
高
槻
市
域
で
転
用
さ
れ
た
農
地
は
、

一
、
二
五

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中

で
は
住
宅
用
地
に
転

図４３　高槻市内用途別農地転用面積の変遷
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

図44　高槻市内地区別農地転用面積の変遷
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

表１８２　用途別農地転用面積 （単位 ：㎡)

用
さ
れ
た
も
の
が
七

五
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
（六

〇

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）

と
圧
倒
的
に
多
く
、

工
業
用
地

へ
の

一
三

三

ヘ
ク
タ
ー

ル

（
一

〇

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）

が

こ
れ
に
つ
い
で
い

る
。
こ
れ
を
年
代
別

に
み
る
と
、
昭
和
三

〇
年
代
に
は
工
業
用

地

へ
の
転
用
が
相
対

的

に
多
く
、
同
四
〇

年

代
以
降
は
住
宅
用

地

へ
の
転
用
が
大
部

分
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

こ
れ
を
、
地
区
別
に
集
計
し
た
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る

一
九
五
八

（昭
和
三
三
)
年
～
六
九

（同
四
四
)
年

に
つ
い
て
、
地

区

別

の
農
地
転
用
面
積
と
転
用
目
的
別
構
成
を
示
し
た
の
が
図
四
五
で
、
転
用
面
積
が
最
も
大
き
か

っ
た
大
冠
地
区
で
は
住
宅
用

地

へ
の
転
用
が
終
始
大
き
な
割
合
を
占
め
つ
つ
も
、

一
九
六
六
年
ま
で
は
工
場
用
地

へ
の
転
用
も
盛
ん
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、

清
水
地
区
や
富
田
地
区

・
高
槻
地
区
で
は
圧
倒
的
に
住
宅
用
地

へ
の
転
用
が
大
き
か

っ
た
。
ま
た
如
是
地
区
や
三
箇
牧
地
区
で

は
工
業
用
地

へ
の
転
用
が
先
行
し
た
後
に
住
宅
用
地

へ
の
転
用
が
増
加
し
、
五
領
地
区
で
は

一
九
六
七
～
六
九
年
に
も
工
業
用

地

へ
の
転
用
が
主
流
で
あ

っ
た
な
ど
、
農
地
転
用
の
進
展
が
地
区
に
よ

っ
て
多
様
な
展
開
を
示
し
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が図４５　地区別用途別農地転用面積の推移
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

で
き
る
。
市
街
地
拡
大

の
影
響
を
直
接
的
に
は
ま

っ
た
く
受
け
て
こ
な
か

っ
た

樫
田
地
区
で
は
、
農
地
転
用
そ
の
も

の
が
極
め
て
少
な
く
、
転
用
さ
れ
た
も
の

も
、
そ
の
過
半
が
道
路

の
拡
幅
等
に
よ
る
公
共
用
地

へ
の
転
用
で
あ

っ
た
。

農
家
数
の
減
少
と

経
営
規
模
の
縮
小

一
九

五
〇

（
昭
和

二
五
)
年

当
時

、
現

高

槻

市

域

に

は

四
、

四

三

八

戸

の
農

家

が

あ

り

、
そ

の

三

四

・
四

パ

ー

セ

ン
ト

は
専
業
農
家
で
、
な
お
か
な
り
積
極
的
な
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、

一
九
六
〇
年
ま
で
の
間
に
早
く
も
四

一
四
戸
の
農
家
が
減
少
し
、
専
業
農

家
率
も

一
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
低
下
し
て
、
こ
れ
以
降
は
都
市
化
の
進
展

と
と
も
に
農
家
数
や
専
業
農
家
は
急
速
に
少
な
く
な

っ
て
い
っ
た
（表

一
八
三
)。

一
方
、
兼
業
農
家

の
増
加
は
著
し
く
、

一
九
六
五
年
に
は
兼
業
農
家
が
総
農

家
数

の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
は
い
え
こ
の
年

に
は
、
兼
業
収
入
を
得
な
が
ら
も
農
家
収
入
の
過
半
を
農
業
か
ら
得
て
い
た
第

一
種
兼
業
農
家
が

一
五

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
、
こ
れ
に
専
業
農
家
を
加
え
る

と
、
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
農
家
が
、
な
お
も
農
業
に
重
心
を
お
い
た
生
活
を

営
ん
で
い
た
。

し
か
し
昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
農
業
収
入
よ
り
も
兼
業
収
入
に
大
き
く

依
存
す
る
第
二
種
兼
業
農
家
が
、
農
家
総
数

の
減
少
に
対
応
し
て
絶
対
数
は
減

表１８３　高槻市における農家数の推移
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

少
さ
せ
つ
つ
も
、
構
成
比
で
は
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
〇
年
代
に
は
つ
い
に
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に

も
達
し
た
。

図
四
六
は
、
一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年
以
降
に

つ
い
て
、
当
時
す
で
に
第
二
種
兼
業
農
家
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
高
槻

・

芥
川
の
両
地
区
を
除
く
各
地
区
に

つ
い
て
、
地
区
別
に
農
家
数
と
専
業

・
兼
業
別
構
成
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
、
大
冠

・
如

是

・
富
田
の
各
地
区
で
は
こ
の
二
〇
年
間
に
お
け
る
農
家
数
の
減
少
が
著
し
く
、
専
業
農
家
や
第

一
種
兼
業
農
家

の
減
少
も
昭

和
三
〇
年
代
に
急
速
に
進
ん
だ
の
に
対
し
、
三
箇
牧
や
阿
武
野

・
樫
田
地
区
で
は
農
家
数

の
減
少
が
比
較
的
緩
や
か
で
、
第

一

種
兼
業
農
家
の
激
減
が
昭
和
四
〇
年
代
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
農
家
が
兼
業
化
の
程
度
を
強
め
、
ま
た
農
家
数
そ
の
も
の
を
減
少
さ
せ
て
き
た
背
景
に
は
、
生
活
水
準
の
向
上図４６　市内地区別農家数の変遷
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

表184　 現高槻市域における経営耕地面積規模別農家数

1197



第三章　市街地の拡大と農村の変貌

表185　 経 営耕地面積規模別農家数 （旧高槻市域分内訳)（ 単位:戸)
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

に
よ
っ
て
農
家
が
農
業
収
入
だ
け
で
は
も
は
や
生
活
を
維
持
で
き
な
く
な

っ
た
こ
と
や
、
都
市
化

・
工
業
化

の
進
展
に
よ

っ
て

各
種
の
農
外
産
業

へ
の
就
労
機
会
が
増
大
し
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
市
街
地

の
拡
大

に
よ
っ
て
農
地
が

次
第
に
蚕
食
さ
れ
、
農
家

の
経
営
規
模
そ
の
も

の
が
縮
小
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
く
響

い
て

い
た
。

高
槻
市
域
の
農
家
は
古
く
か
ら
零
細
規
模

の
も

の
が
多
く
、

「
五
反
百
姓
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う

に
、

一
九
五
〇

（昭

和
二
五
)
年
で
も

一
戸
当
た
り
の
平
均
経
営
耕
地
面
積
は
○

・
四
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ

な

か

っ
た
が
、
そ
の
後
も
引
き
続
き

そ
の
数
値
を
低
下
さ
せ
、

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
)
年
に
は
つ
い
に
○

・
三

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
な
く
な

っ
た
。

こ
れ
を
経
営
規
模
別
農
家
数
の
分
布
か
ら
み
る
と
、
一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年
に
は
、
す
で
に
○

・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の

零
細
農
家
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
と
は
い
え
、
当
時
の
水
準
で
は
安
定
的
な
経
営
規
模
で
あ

っ
た

一
・
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
層
も
三
八
九
戸
を
数
え
て
い
た
。

一
〇
年
後
の
六
〇
年
に
も

一
・
○

ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
層
は
二
〇
〇
戸
を

こ
え
て
い
た
が
、

一
方
で
は
零
細
農
家

の
構
成
比
が
六
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
増
大
し
た
。
零
細
農
家
の
割
合
は
そ
の
後
も
増
加
を
続
け
、
六

五
年
に
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
た
の
に
続
き
、
八
〇
年
に
は
八
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
達
し
、
こ
の
年

に
は
○

・
三

ヘ
ク

タ
ー
ル
未
満
の
農
家
が
六
割
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た

（表

一
八
四
・
一
八
五
)。

栽

培

作

物

と

収
穫
量
の
変
化

高
槻
市
域
の
耕
地
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
水
田
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
槻
市

の
農
業
は
そ
の
大
部
分
を
水
稲
の
栽
培
に
依
存
し
て
い
た
。
図
四
七
は
そ
の
作
付
面
積

と
収
穫
量
の
経
年

変
化
を
示
し
た
も
の
で
、

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年
ま
で
二
、
○
○
○
町
歩
以
上
を
有
し
て
い
た
作
付
面
積

は
昭
和
三
〇
年
代

以
降
年

々
少
な
く
な
り
、

一
九
六
七

（昭
和
四
二
)
年
に
は

一
、
五
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
〇
年
に
は

一
、
○
○
○

ヘ
ク
タ
ー
ル

の
大
台
を
も
割

っ
て
、
七
三
年
に
は
七
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
減
少
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
後
は
数
年
間
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
が
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

続

い
た
も
の
の
、
七
八

・
七
九
の
両
年
は
再
び
漸
減
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
作
付
面
積
の
減
少
は
当
然
収
穫
量
の
減
少
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
収
穫
量
の
場
合
は
年
ご
と
の
気
象

条
件
や
風
水
害
そ
の
他
の
影
響
を
受
け
る
た
め
変
動
幅
が
大
き

図47　 水稲の作付面積および収穫量の推移

く
、
六
〇
年
以
降
で
は
六

一
年
と
六
五
年

・
六
六
年
に
収
穫
量

の
低
下
が
著
し
か
っ
た
。
六
七
年
以
降
の
収
穫
量
は
作
付
面
積

の
減
少
に
ほ
ぼ
見
合

っ
た
動
き
を
示
し
、
七
六
～
七
八
年

の
三

年
間
は
収
穫
量
が
や
や
も
ち
な
お
し
た
も
の
の
、
七
九
年

に
は

再
び
反
転
し
て
収
穫
量
が
減
少
し
た
。

米
以
外
の
作
物
は
い
ず
れ
も
栽
培
面
積
が
少
な
く
、
収
穫
量

も
ま
た
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
大
都
市
圏
内
に
位
置
し
て

直
接
消
費
者
と
結
び
付
い
て
い
る
高
槻
市
域
で
は
、
図
四
八
～

五
〇
に
示
し
た
よ
う
に
、
多
種
多
様
な
作
物
が
普
通
畑
や
水
田

の
裏
作
で
収
穫
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
裸
麦
と
小
麦
は
伝
統
的
な
裏
作
作
物
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年

の
農
林

業

セ
ン
サ
ス
は
、
現
高
槻
市
域
で
三
、
八
六
六
戸
の
農
家
が
四

八

一
・
八
町
歩
で
裸
麦
を
収
穫
し
、
小
麦
に

つ
い
て
は
三
、
○
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

三
九
戸
の
農
家
が

一
九
七

・
五
町
歩
か
ら
収
穫
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
大
阪
府
農
林
水
産
統
計
年
報
』
は
、

一
九
五
七

（昭
和
三
二
)
年

の
高
槻
市
に
お
け
る
小
麦
の
収
穫
面
積
を

一
五
七

・
五
町
歩
、
推
定
実
収
高
を

一
、
九
八
七
石
、
裸

麦
の
収
穫
面
積
を
三
〇
五

・
三
町
歩
、
推
定
実
収
高
を
三
、
六
八
七
石
と
記
録
し
、
六
〇
年
に
つ
い
て
は
小
麦
が
作
付
面
積

一

八
六

・
五
町
歩
に
対
し
て
収
穫
量
三
九
七
ト
ン
、
裸
麦
が
二
〇
五

・
五
町
歩
の
作
付
面
積
に
対
し
て
収
穫
量
四
七
〇
ト
ン
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後

は
、
裏
作
の
衰
退
と
と
も
に
急
速
に
麦
類
の

収
穫
量
が
減
少
し
、
六
三
年
に
小
麦

一
六
ト

ン
、
裸
麦

一
九
ト
ン
に
低
下
し
た
後
、
翌
年

に
は
小
麦
八
三
ト
ン
、
裸
麦

一
一
八
ト
ン
ま

で
回
復
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
再
び
漸

減
し
て
、
七

一
年
以
降
は
統
計
そ
の
も

の
が

作
成
さ
れ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

麦
類
と
並
ぶ
代
表
的
な
裏
作
作
物
で
あ

っ

た
菜
種
は
、
搾
油
用
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年

に
は

一
、
五

一
九
戸
の
農
家

に
よ

っ
て
七

〇

・
七
町
歩
か
ら
収
穫
さ
れ
た
。
こ
の
数
字

図４８　農作物収穫量の推移 （１）
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

は
、
同
年

の
大
阪
府

全
体

の
菜
種
栽
培
に

対
し
、
収
穫
農
家
数

で
は
七

・
○
パ
ー
セ

ン
ト
、
収
穫
面
積
で

は

一
三

・
七
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
当
時

は
高
槻
市
域
が
府
下

有
数

の
菜
種
栽
培
地

域
で
あ

っ
た
。
し
か

し
こ
の
菜
種
も
麦
類

と
運

命

を
と
も

に

し
、
昭
和
三
〇
年
代

図４９　農作物収穫量の推移 （２）

図５０　農作物収穫量の推移 （３）

 

を
通

じ

て
進

行

し

た
裏

作

の
衰

退

と

と

も

に
姿

を
消

し

て

い

っ
た
。

野

菜

類

で

は
、

一
九

六

一

（
昭
和

三
六
)
年

当

時

収

穫

面
積

が
大

き

か

っ
た

の

は
、

え

ん

ど

う

（
未
成
熟
)

の

三

七

・
六

町
歩

を
筆

頭

に
、

キ

ャ
ベ

ツ

三

七

・
三

町
歩

、
馬

鈴

薯

三

二

・
九

町
歩

、

ほ
う

れ

ん

そ

う

二

七

・
三

町
歩

、
非

結

球

つ
け

な

二

三

・

二

町
歩

、

大

根

二
〇

・
五

町
歩

、

ト

マ
ト

二
○

・
三

町
歩

な

ど

で
あ

っ
た

。

こ
れ

ら

の
う

ち

、
馬

鈴

薯

は

ま
も

な
く

収

穫

高

を
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

減
少
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
他

の
作
物
は
、
た
ま
ね
ぎ

・
な
す

・

す
い
か

・
い
ち
ご

・
に
ん
じ
ん
な
ど
と
と
も
に
、
年
次
に
よ
る
変
動

は
示
し
な
が
ら
も
昭
和
四
〇
年
代
前
半
ま
で
は
か
な
り
の
量
が
収
穫

さ
れ
、
高
槻
市
の
農
業
が
も

つ
近
郊
野
菜
産
地
と
し
て
の
一
面
を
示

し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
四
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
は
大
部
分

の
作
物
が
収
穫

高
を
激
減
さ
せ
、
高
槻
市
農
業
の
近
郊
農
業
と
し
て
の
性
格
も
ま
た

失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。
同
五
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
は
、
収
穫
面
積

が

一
〇

ヘ
ク
タ
ー

ル
を
上
回
る
野
菜
類
は
ひ
と

つ
も
な
く
な

っ
て
い

る
。一

方
畜
産
部
門
で
は
、
図
五

一
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
六
二

（昭

和
三
七
)
年
ま
で
は

一
、
○
○
○
頭
以
上
の
役
牛
が
飼
育
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
頃
ま
で
は
役
牛
を
使

っ
て
水
田
を
耕
起
す
る
の
ど
か
な
風

景
が
高
槻
市
内
で
も
見
ら
れ
た
が
、
昭
和
三
〇
年
代

の
後
半

か
ら

は
、
急
速
に
普
及
し
は
じ
め
た
動
力
耕
耘
機
に
押
さ
れ
て
、
役
牛
の

飼
育
頭
数
は
急
減
し
て
い
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
の
は
じ
め
か
ら
約

一
〇
年
間
、
高
槻
市

の
農
家
で
は
、
増
大
し
て
き
た
都
市
人
口
に
鶏

図５１　家畜飼養頭羽数の推移
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

卵
を
供
給
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
に
わ
と
り
の
飼
養
が
盛
ん
に
な
り
、

一
九
六
四
年
に
は
飼
養
羽
数
が
九
万
羽
近
く
に

も
達
し
た
が
、
そ
の
後
は
市
街
地
の
拡
大
に
よ

っ
て
飼
養
場
そ
の
も
の
を
奪
わ
れ
て
衰
退
し
て
い
っ
た
。
そ

の
他

の
畜
産
部
門

は
微
々
た
る
存
在
で
、
わ
ず
か
に
三
箇
牧
地
区
で
淀
川
河
川
敷
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
乳
用
牛
の
飼
育
が
目
に
つ
く
程
度

で
あ
る
。

林
業
の
衰
退

高
槻
市
域
の
北
半
部
は
北
摂
山
地

の
山
々
と
そ
の
南
麓
に
付
着
す
る
丘
陵
地
に
よ

っ
て
占

め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
大
部
分
は
林
野
に
お
お
わ
れ

て

い
た
。

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年

の
統
計
に
よ
れ
ば
高
槻
市

の
林
野

面

積

は

五
、

九

三
七

ヘ
ク

タ

ー

ル
で

、

市

域

面
積

の
五

五
パ

ー

セ

ン

ト
余

り

に
相

当

し
、

こ

の
う

ち

五

、

七

八

五

ヘ
ク

タ
ー

ル

（
九
七

・
四
パ
ー
セ

ン
ト
)
が

樹

林

地

で

あ

っ
た

。
樹

林

地

以
外

は

五
九

ヘ
ク
タ

ー

ル

（
一
・
○

パ
ー
セ
ン
ト
）

の
原

野

や
、

三

八

ヘ

ク
タ

ー

ル

（○

・
六

パ
ー
セ
ン
ト
）

の
竹
林

な

ど

か

ら
構

成

さ

れ

て

い
た

が

、

そ

の
構

成

比

は
極

め

て
小

さ

か

っ
た

。

樹

林

地

の
う

ち

三

、

九

七

五

ヘ
ク

タ

ー

ル

（
六
八

・
七
パ
ー

セ
ン
ト
)

は
針

葉

樹
林

で
あ

っ
た
が

、
人

工
林

は

一
、

五
〇

三

ヘ

ク
タ

ー

ル
に

す

ぎ

ず

、

針
葉

樹

林

の

六
割

以

上

は
天

然

林

で
あ

っ
た

。

残

る

一
、

八

一
〇

ヘ
ク

タ
ー

ル

（
三

一
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
)

は
広

葉

樹

林

で
、

そ

の
九

八

・
八
パ

ー

セ

ン

ト

ま

で
が

天
然

林

で
占

め

ら

れ

て

い
た

。

こ

の
よ

う

な
森

林

資

源

を
背

景

と

し

て
、

樫

田
地

区

を

は

じ
め

川
久

保

・
原

・
萩

谷

な

ど
山

間

部

の
村

々

で

は
、

薪

炭

や

木

材

の
生

産

を

行

う
林

業

が
古

く

か

ら
行

わ
れ

て
お

り

、

一
九

五

一

（昭
和

二
六
)
年

に

は
当

時

の
高

槻

市

域

だ

け

で

二
万

三

、

○

○

○

俵

（黒
炭

一
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
入
)

の
木

炭

と

二

万

八
、

○

○

○

束

（
長
さ
六
寸
、
回
り

二
五
寸
）

の
薪

、

お

よ

び

二

万

五

、

○

○

○

石

の
木
材

が

生
産

さ

れ

た
。

こ

の
こ

と

は

、
当

時

の
高

槻

市

の
林

業

が

木

材

よ

り

も

薪

炭

の
生
産

を
中

心

と
す

る
も

の

で
あ

っ
た

こ
と

を

示

し

て

お

り

、
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表186　 民有林林産物生産高の推移

表187　 高槻市の造林面積
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

昭
和
二
〇
年
代
後
半
に
は
毎
年
ほ
ぼ
こ
の
水
準

の
生
産
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
折
か
ら
進
展

し
は
じ
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ

っ
て
灯
油
が
家
庭
用
暖
房

の
熱
源
と
し
て
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
化
の
進
展
は
家

収入規模別林家数 （１９７９年３月末日現在)

庭
の
燃
料
を
都
市
ガ
ス
に
転
換
さ
せ
て
い
っ
た
た
め
、
木
炭
や
薪

へ
の
需
要
は

急
速
に
低
下
し
て
、
薪
炭
中
心
の
林
業
は
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年
の

高
槻
市
で
は
、
そ
れ
で
も
な
お
六
三
世
帯

の
製
炭
者
が

一
万
六
、
○
○
○
俵
の

木
炭
を
生
産
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
六
世
帯
、
六
、
○
○
○
俵
は
樫
田
地
区

で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が

一
〇
年
後
の
七
〇
年
に
は
、
高
槻
市
内
の
製
炭
者
は
樫

田
地
区
に
四
世
帯
を
残
す
の
み
に
な

っ
て
い
た
。

表

一
八
六
は

一
九
七

一
年
以
降
の
高
槻
市
に
お
け
る
民
有
林
林
産
物
の
生
産

高
を
示
し
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
林
業
の
主
役
と
し
て
、

一
九
五

一
年
に
は
三

四

・
五
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
六
〇
年
で
も
二
四
万
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
生
産
高
を
有
し

て
い
た
木
炭
は
、
そ
の
後
年
産
七
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
に
ま
で
衰
退
し
た
が
、

七
八
年
以
降
は
再
び
増
加
傾
向
に
あ
り
、

一
方
、
六
〇
年
に
五
、

一
七
九
立
方

メ
ー
ト
ル
の
生
産
高
が
あ

っ
た
薪
は
、
近
年
は

一
七
分
の

一
以
下
の
三
〇
〇
立

方
メ
ー
ト
ル
前
後
し
か
生
産
さ
れ
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
ら
に
代
わ
っ
て
生
産
高
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

表１８８　高槻市の保有山林面積と林業

を
伸
ば
し
て
き
て
い
る
の
は
素
材
と
し
い
た
け
で
、
素
材
生
産
を
拡
大
す
る
た

め
の
造
林
事
業
も
、
表

一
八
七
の
よ
う
に
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
を
中
心
に
か

な
り
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
植
林
さ
れ
た
樹
種
は
桧
が
三
分
の
二
前
後
を

占
め
、
杉
が
こ
れ
に
つ
い
で
多
い
。

こ
の
結
果
、

一
九
七
九

（昭
和
五
四
)
年
に
は
人
工
林
が
保

有
山
林
総
面
積

の

四
八

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
、
清
水
地
区
や
磐
手
地
区
で
は

人
工
林
の
方
が
天
然
林
よ
り
多
く
な

っ
て
い
る

（表
一
八
八
）
。
樫
田
地
区
で
は

な
お
天
然
林
の
方
が
多
い
が
、
こ
の
地
区
に
は
市
内
保
有
林

の
過
半
が
集
中
し

て
、
市
内
で
は
も

っ
と
も
林
業
の
盛
ん
な
地
区
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

林
業
収
入
規
模
別
林
家
数
の
分
布
に
明
瞭
で
、
樫
田
地
区
で
は
過
去

一
年
間
林

業
生
産
物
を
販
売
し
な
か

っ
た
林
家
が

一
四
戸
に
す
ぎ
な
か

っ
た

一
方
、

一
〇

〇
万
円
以
上
の
林
業
収
入
を
得
た
林
家
は
全
市

の
約
半
数
が
集
中
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
樫
田
地
区
を
も
含
め
、
高
槻
市
の
林
業
は
全
般
に
き
わ
め
て
零
細
で
、
補
助
的
な
産
業
部
門
に
す
ぎ
な
く
な

っ
て

い

る
と

い
う

の
が

現

状

で

あ

る

。
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

第
三
節
　
市
街
地
の
拡
大
と
工
業

・
商
業
の
発
達

市

営

バ

ス

の

運

行

と

国

鉄

・
阪

急

の
輸
送
力
増
大

昭
和
二
〇
年
代
前
半
、
高
槻
市
内
の
交
通
状
況
は
な
お
微

々
た
る
も
の
で
、
表

一
八
九
か
ら
も

読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
自
転
車
と
荷
車
が
主
役
を
演
じ
て
い
た
。
市
内
に
本
拠
を
お
く
バ
ス
路

線
と
し
て
は
、
一
九
二
五

（大
正
一
四
)
年
に
寺
本
安
太
郎
名
義
で
免
許
を
う
け
た
日
乃
出
バ
ス
株
式
会
社
が
、
原
大
橋
線

（高
槻

｜
原
大
橋
間
)
・
塚
脇
線

（高
槻
｜
塚
脇
間
)

・
成
合
線

（高
槻
｜
成
合
間
)

・
唐
崎
線

（高
槻
｜
唐
崎
間
)

・
柳

谷

線

（高
槻
｜
柳
谷

間
)

・
別
院
線

（高
槻
｜
東
別
院
間
)

・
奈
佐
原
線

（高
槻
｜
奈
佐
原
間
)
の
七
路
線
で
、
市
域
北
部
を
中
心
に
運
行
し
て
い

た

に

す
ぎ
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、

一
九
五

一
（昭
和
二
六
)
年
三
月

一
七
日
、
当
時

の
市
長
阪
上
安
太
郎
が
第
三
回
市
議
会
に
報
告

し
た
施
政
方
針
の
中
で
市
営
バ
ス
事
業
の
実
施
を
表
明
し
、
同
年
八
月

一
四
日
の
第
八
回
市
議
会
は
西
川
茂
を
委
員
長
と
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
同
委
員
会
を
中
心
に
種
々
検
討
が
加
え
ら
れ
、
同
年

一
二
月

一
日
の
第

一
〇
回
市
議
会
で

「
市
内
交
通
の
便
を
図
る
た
め
、
市
営
乗
合
自
動
車
事
業
を
経
営
す
る
」
旨

の
決
議
が
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
決
議
を
う
け
て
高
槻
市
は
、
同
年

一
二
月
二
五
日
、
運
輸
大
臣
あ
て
に
当
該
事
業

の
免
許
を
申
請
し
た
が
、
前
述
の
よ

う
に
当
時
の
高
槻
市
域
で
は
日
之
出
バ
ス
が
営
業
を
続
け
て
い
た
た
め
業
界

の
反
対
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
地
域
で
二
業
者
が
併

立
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
の
理
由
で
申
請
は
却
下
さ
れ
、
運
輸
省
か
ら
は
日
之
出
バ
ス
を
買
収
す
る
よ
う
に
と
の
意
向
が
示
さ

れ
た
。
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

こ
の
た
め
市
当
局
と
し
て
は
、
運
輸
省
の
意
向
に
沿

っ

て
日
之
出
バ
ス
を
買
収
す
る
こ
と
に
決
め
、
同
社
と
の
交

渉
を
重
ね
た
が
、
同
社
と
し
て
は
従
来

の
行
き
が
か
り
も

あ

っ
て
非
常
な
難
色
を
示
し
た
。

一
方
市

の
方
で
も
バ
ス

事
業
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
経
営
な
ど
に
つ
い
て
も

未
知
の
部
分
が
多
か

っ
た
た
め
、
直
接
日
之
出
バ
ス
を
買

収
す
る
こ
と
を
断
念
し
、
信
頼
で
き
る
第
三
者
に
い

っ
た

ん
事
業
を
引
き
継
い
で
も
ら
い
、
営
業
を
改
善
し
て
か
ら

譲
り
受
け
る
と
い
う
方
法
を
考
え
て
、
阪
急
バ
ス
株
式
会

社
に
相
談
し
、
こ
れ
を
依
頼
し
た
。

阪
急
バ
ス
で
は
、
同
社
の
親
会
社
で
あ
る
京
阪
神
電
鉄

の
沿
線
に
あ
る
高
槻
市
と
将
来
的
に
も
友
好
関
係
を
保
持

す
る
と
い
う
立
場
か
ら
こ
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
、
仲
介

の
労
を
と
る
意
味
で
日
之
出
バ
ス
の
買
収
に
協
力
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
高
槻
市

・
阪
急
バ
ス

・
日
之
出

バ
ス
の
三
者
で
数
次
に
わ
た
る
交
渉
が
行
わ
れ
た
結
果
、

一
九
五
三

（昭
和
二
八
)
年
三
月
三
〇
日
に
い
た

っ
て
よ

表１８９　交通手段に対する市税付加税物件員数と負担人員
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写４８５　現在の市バス車庫

（市内芝生町四丁目)

う
や
く
日
之
出
バ
ス
を
阪
急
バ
ス
に
譲
渡
す
る
契
約
が
両
者
間
で
取
り
か
わ

さ
れ
、
同
年

一
一
月

一
二
日
の
日
之
出
バ
ス
臨
時
株
主
総
会
を
経
て
、
同
月

二
四
日
運
輸
大
臣
に
譲
渡
譲
受
の
認
可
を
申
請
、
翌
月

一
七
日
に
認
可
を
え

て
日
之
出
バ
ス
は
阪
急
バ
ス
の
傘
下
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
高
槻
市
側
で
も
着
々
と
準
備
を
進
め
、
資
金
面
で
は
自

動
車
運
送
事
業
創
設
に
伴
う
起
債
を
近
畿
財
務
局
に
申
請
し
て
、

一
九
五
三

（昭
和
二
八
)
年

一
〇
月
三

一
日
二
、
六
〇
〇
万
円
の
融
通
決
定
を
う
け
る

一

方
、
阪
急

バ
ス
と
の
間
で
は
事
業
譲
渡

の
契
約
を
結
ん
で
同
月
二
四
日
の
市

議
会
に
提
案
し
、
満
場

一
致
で
可
決
決
定
を
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
翌
年

一
月

五
日
、
運
輸
大
臣
に
対
し
阪
急
バ
ス
社
長
米
倉
市
郎
と
高
槻
市
長
阪
上
安
太

郎
が
連
署
し
て
旧
日
之
出
バ
ス
の
経
営
に
係
る
事
業
の
譲
渡
譲
受
申
請
を
行

い
、
同
年
二
月
三
日
そ
の
承
認
を
受
け
た
。

こ
こ
に
多
年
に
わ
た

っ
て
市
民
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
市
バ
ス
が
晴
れ
て
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
、

一
九
五
四

（昭
和
二
九
)

年
二
月
二
四
日
高
槻
市
公
民
館
で
開
業
式
を
挙
行
、
翌
二
五
日
か
ら
大
阪
府
下
の
衛
星
都
市
で
は
唯

一
の
公
営
バ
ス
事
業
と
し

て
運
行
を
開
始
し
た
。

開
業
当
時
の
路
線
は
日
之
出
バ
ス
か
ら
受
け
継

い
だ
八
路
線

（う
ち
田
能
｜
亀
岡
間
は
運
行
休
止
)
の
み
で
、
ボ
ン
ネ

ッ
ト
型
の

バ
ス

一
三
台
、
従
業
員
三
六
人

（う
ち
二
四
人
は
旧
日
之
出
バ
ス
の
従
業
員
)
で
運
行
し
た
。
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

表１９０　市営バスのおもな路線拡張と廃止 （経路変更は除 く)
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第三章 市街地の拡大と農村の変貌

市
民
の
た
め
の

「
動
く
市
道
」
を
め
ざ
し
て
い
た
市
バ
ス
は
、
翌

一
九
五
五

（昭
和
三
〇
)
年

に
奈

佐
原
｜
萩
谷
間
五

・
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
路
線
を
拡
張
し
た
の
を
皮
切
り
と
し
て
、
表

一
九
〇
に
示
し
た
よ
う
に
次
々
と
路
線
を
拡
張
し
て
い
っ
た
。

そ
の
経
過
を
み
る
と
、
昭
和
三
〇
年
代
に
は
も

っ
ぱ
ら
既
存
集
落

へ
向
け
て
路
線
が
伸
ば
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、

一
九
六

四

（昭
和
三
九
)
年

の
日
吉
台
線
以
降
は
新
し
く
建
設
さ
れ
た
大
規
模
な
住
宅
団
地

へ
の
乗
り
入
れ
が
卓
越
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
市
バ
ス
の
存
在
が
こ
れ
ら
の
新
興
住
宅
団
地
と
都
心
を
結
ぶ
足
の
確
保
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
、
ひ
い
て
は
郊
外

へ
向
か
っ
て
の
宅
地
開
発
を
い
っ
そ
う
促
進
さ
せ
る
背
景
と
も
な

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

図
五
二
は
現
行
の
市
バ
ス
路
線
を
運
行
開
始
年
代
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
路
線
網
成
立

の
過
程
で
い
く

つ
か
の
路
線
が
廃
止
さ
れ
た
り
、
道
路
状
況
の
変
化
や
車
両

の
大
型
化
な
ど
の
た
め
路
線
が
変
更
さ
れ
た
り
し
た
。
廃
止
路
線

の
主
要
な
も
の
と
し
て
は
田
能
｜
東
別
院

（昭
和
三
三
年
)、
杉
生
｜
亀
岡

（昭
和
五
八
年
)、
梶
原
東
｜
柳
谷

（
昭
和
四
三
年
)
、
五
領

｜
阪
急
山
崎

（昭
和
五
〇
年
)
な
ど
が
あ
り
、
市
バ
ス
の
路
線
が
次
第
に
市
域
内

へ
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
都
心
部
で
は
、
国
鉄
高
槻
北
口
か
ら
西
国
街
道
を
経
由
し
て
郡
家
新
町
に
通
じ
て
い
た
路
線
が
国
鉄
高
槻
西
口
か
ら
の

国
道

一
七

一
号
線
経
由
に
変
更
さ
れ
た

（昭
和
三
一
年
)
の
を
は
じ
め
、
大
手
町
｜
本
町
｜
土
橋
と
旧
城
下
町

の
中
心
部
を
走

っ

て
い
た
路
線
や
、
国
鉄
高
槻
南
口
｜
阪
急
高
槻
間
で
セ
ン
タ
ー
街
を
経
由
し
て
い
た
路
線
な
ど
が
経
路
変
更
さ
れ
た
。
な
お
、

図
五
二
で
は
阪
急
高
槻

へ
の
路
線
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は

一
九
八
三

（昭
和
五
八
)
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
阪
急
高

架
化
工
事
に
伴
う
措
置
で
あ
り
、
工
事

の
完
了
後
は
再
び
阪
急
高
槻
発
着
に
戻
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
路
線
網
の
拡
大
充
実
は
職
員
数
や
車
両
数
の
増
加

（図
五
三
)
に
支
え
ら
れ
、
走
行
キ
ロ
や
輸
送
人
員
の
増

大

（図
五
四
)
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
市
域
内
の
宅
地
開
発
が
最
も
活
発
に
進
め
ら
れ
、
人

口
が
急
速

に

増

加
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し

て

い

っ
た

一
九

七
〇

年

前

後

に
大

き

な

伸

び

を

示

し

た
が

、

前

者

は

一
九

七

四
年

度

（
職
員
数
三
九

二
人
、

車
両
数

一
五

一
台
)
、
輸

送

人

員

は

一
九

七

五
年

度

（
三
、

〇

二
七
万
人
余
)
、
走

行

キ

ロ

は

一
九

七

六

年

度

（
四
八

〇

・
九
万

キ
ロ
メ
ー
ト

ル
余
)

を

ピ

ー

ク

と

し

て
、

そ

れ

以
降

は

漸

減

傾

向

に

あ

る

。一
方

、

こ

れ

に
伴

う

収

入

お

よ

び
支

出

は
表

一
九

一
の
よ

う

に
推

移

し

て
き

た

。
創

業

当

初

の

四
年

間

は

一
般

会

計

の
庇

護

の
も

図52　 市営バスの開設年次別路線図
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

と
で
将
来

の
運
営
の
基
礎
が
築
か
れ
、
こ
の
間
に
生
じ
た
収
支
の
不
足
に
つ

い
て
も
、
設
備
投
資
の
時
期
的
現
象
と
し
て
さ
し
て
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
開
業
五
年
目
の

一
九
五
七

（昭
和
三
二
)
年
か
ら
は
地
方

公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
、
企
業
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
年
、
交
通

事
業

の
総
合
事
務
所
と
し
て
国
鉄
高
槻
駅
南

口
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
て
の
交
通
会
館
が
建
設
さ
れ
、整
備
工
場
も
新
設
さ
れ
て
、
こ
れ
以
降
路
線

の
拡
張
や
新
車
の
導
入
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
が
、
事
業

の
拡
張
を
急
ぐ

あ
ま
り
企
業
性
が
軽
視
さ
れ
た
こ
と
は
否
め
ず
、

一
九
五
九

（昭
和
三
四
)
年

度
を
除
い
て

一
九
六
三
（昭
和
三
八
)
年
度
ま
で
は
年
々
赤
字
決
算
の
度
合
い

を
強
め
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め

一
九
六
四

（昭
和
三
九
)
年
度
に
は
職
員
数

・

車
両
数
の
増
加
を
抑
制
す
る
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
も
の
の
、
走
行
キ
ロ

や
輸
送
人
員
は
着
実
に
増
加
し
、
経
営
合
理
化
の
努
力
と
も
あ
い
ま

っ
て
、

こ
の
年
か
ら
三
年
間
は
か
ろ
う
じ
て
黒
字
を
計
上
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も

つ

か
の
間
、

一
九
六
七

・
八

（昭
和
四
二
・
三
)
年
の
両
年
度
は
再
び
赤
字
転
落

と
な
り
、
こ
れ
を
克
服
す
る
近
代
化

・
合
理
化
の
切
り
札
と
し
て
導
入
さ
れ

た
の
が

一
九
六
九

（昭
和
四
四
)
年
か
ら
次
第
に
実
施
さ
れ
た
ワ
ン
マ
ン
カ
ー

の
運
行
で
あ

っ
た
。
し
か
し

一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
走
行
キ

ロ
・
輸
送
人

図５３　市営バスの職員数 と車両数の推移
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

員

の
伸
び
が
鈍
化
し
は
じ
め
、

一
九
七
四

（昭
和
四
九
)
年

に
は
五
億
五
、
七
五
四
万
余
円
も
の
大
幅
赤
字
を
計
上
し

て
市
バ
ス
の
経
営
は
危
機
的
な
状
況
に
陥

っ
た
。
こ
こ
で

打
ち
出
さ
れ
た
の
が
職
員
数
お
よ
び
車
両
数
の
削
減
を
伴

う
徹
底
的
な
合
理
化
策
と
運
賃
値
上
げ
に
よ
る
収
入
の
増

加
策
で
あ
り
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降

の
走
行
キ
ロ
・

輸
送
人
員
漸
減
と
い
う
環
境
の
中
で
経
営
を
建
て
直
し
つ

つ
あ
る
。

一
方
、
国
鉄
東
海
道
本
線
で
京
阪
神
間
を
結
ぶ
近
郊
電

車
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

一
九
四
〇
年
代
後
半
に
は

四
両
編
成

の
普
通
電
車
の
み
が

一
五
分
間
隔
で
運
行
さ
れ

る
と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
が
、

一
九
四
九

（昭
和
二
四
)
年

か
ら
は
京
都
｜
大
阪
｜
神
戸
間
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
結
ぶ

急
行
電
車
が
登
場
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
五
二

（昭
和
二

七
)
年
頃
に
は
こ
の
急
行
電
車
を
高
槻
駅
に
も
停
車
さ

せ

た
い
と
い
う
運
動
が
進
め
ら
れ

た
。

一
九
五
三

（昭
和
二

八
)
年

一
二
月
に
は
京
都
｜
大
阪
間
の
中
間
地
点
と

い
う

図５４　市営バスの走行キロと輸送人員の推移
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表１９１　市営バス収支状況の推移 （単 位 ：円）
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

こ
と
で
高
槻
電
車
区
の
新
設
工
事
が
始
め
ら
れ
、
三
年
後
に
は
敷
地
面
積
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
で
業
務
を
開
始

、
翌
五
七
年
九
月

に
は
茨
木
以
西
の
複

々
線
工
事
が
完
成
し
た
の
に
伴
う
ダ
イ
ヤ
改
正
で
従
来
の
急
行
電
車
が
快
速
電
車
と
改
称
さ
れ
、
高
槻
と

芦
屋
に
も
停
車
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
快
速
電
車

の
高
槻
駅
停
車
は
、
そ
の
後
高
槻
市
に
お
け
る
都
市
化

の
進
展
に
大
き

な
役
割
を
は
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

写４８６　国鉄高槻電車区 （同電車区提供・市内山手町)

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、

一
九
六
三

（昭
和
三
八
)
年

に
は
京
都
｜

西
明
石
間
の
普
通
電
車
を
す
べ
て
七
両
編
成
で
運
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
六
八
年
に
は
快
速
電
車
の
日
中
に
お
け
る
運
転
間
隔

が
従
来
の
二
〇

分
間
隔
か
ら

一
五
分
間
隔

へ
と
短
縮
さ
れ
、
電
車

の
運
行
本
数
が
増
加
さ

れ
た
。

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
)
年
に
千
里
山
丘
陵
で
万

国
博
覧
会
が
開

催
さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
茨
木
駅
に
も
快
速
電
車
が
停
車
す
る
よ
う
に

な
り
、
万
国
博

の
終
了
を
機
に
京
都
｜
西
明
石
間
に
新
快
速
電
車
が
新
設

さ
れ
た
。

つ
い
で

一
九
七
二

（昭
和
四
七
)
年
、
新
幹
線

の
岡
山
開
業
に
伴

う
ダ
イ
ヤ
改
正
で
新
快
速

・
快
速

・
緩
行
の
三
本
立
輸
送
体
系
が
確
立
さ

れ
、
都
市
間
高
速
輸
送
網
が
整
備
さ
れ
て
今
日
に
い
た

っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
阪
急
京
都
線

は
、

一
九
四
九

（昭
和
二
四
)
年

に
は
梅

田
｜
京
都

（大
宮
)
間
の
急
行
と
天
神
橋
｜

京
都
間
の
普
通
を
主
軸
と
し
、

一
日
四
往
復
だ
け
天
神
橋
｜
高
槻
市
間
に
普
通
電
車
を

走

ら
せ

て
い
た
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が
、
翌
五
〇
年
に
は
天
神
橋
｜
京
都

（大
宮
)
間

に
ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
の
特
急
を
新
設
し
、
一
九
五
六

（昭
和
三
一
)
年
か
ら
は
特

急

の
梅
田
乗
り
入
れ
を
実
現
し
て
、
天
神
橋
行
き
は
普
通
電
車

の
み
に
改
め
た
。

つ
い
で

一
九

六
二

（昭
和
三
七
)
年

に
は
京

都
で
大
宮
｜
河
原
町
間
の
地
下
路
線

が
開
通

し
、

一
九
六
九

（昭
和
四
四
)
年
に
は
大
阪

の
地
下
鉄
堺
筋
線
と
の
相
互
乗
り

入

れ
が
開
始
さ
れ
て
、
天
神
橋
｜
高
槻
間
に
普
通
電
車
が
運
行
さ

れ
は
じ
め
る

一
方
、
京
都

へ
直
行
す
る
普
通
電
車
は
十
三
駅
始

発
に
変
更
さ
れ
た
。
一
九
七

一
（昭
和
四
六
)
年
に
な
る
と
高
槻

市
駅
に
も
停
車
す
る
通
勤
特
急
が
朝
の
ラ

ッ
シ
ュ
時
に
新
設
さ

れ
、
一
九
七
三

（昭
和
四
八
)
年
に
は
普
通
電
車
の

一
部
が
梅
田

駅
に
乗
り
入
れ
た
。
こ
の
普
通
電
車
が
す
べ
て
梅
田
駅
発
着
に

な

っ
た
の
は
梅

田
駅
の
改
修
が
進
め
ら
れ

て
い
た

一
九
七
七

（昭
和
五
二
)
年
で
、

一
九
七
九
年
か
ら
は
地
下
鉄
堺
筋
線

へ
直

通
す
る
急
行
の
運
転
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
朝
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
梅
田

へ
向
か
う
通
勤
特
急

の
増
発
と
夕
方
の
ラ
ッ
シ

ュ

時
に
梅
田
を
発
車
す
る
通
勤
特
急

の
新
設
が
実
現
し
た
。

図５５　阪急電鉄の市内各駅年次別乗車人員の推移
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

阪
急
電
鉄
で
は
、

一
九
五
〇

（昭
和
二
五
)
年
以
降
毎
年
、

一
一
月
ま
た
は

一
二
月
に

一
日
の
交
通
量
調
査
を
実
施

し
て
お

り
、
図
五
五
は
そ
の
結
果
を
も
と
に
市
内
三
駅
と
市
域
に
隣
接
す
る
総
持
寺
駅
に
お
け
る
乗
車
人
員
の
推
移

を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

一
九
五
〇
年

の

一
日
の
乗
車
人
員
は
高
槻
市
駅
が
五
、
七
四
八
人
、
富
田
駅
が
二
、
〇
五

一
人
、
総
持
寺
駅
が
六
〇
〇

写４８７　阪急電車路線に乗 り入れた地下鉄

（市内中川町)

人
、
上
牧
駅
が
五
七
六
人
で
あ

っ
た
が
、
高
槻
市
駅
の
そ
れ
は

一
九
五
〇
年

代
を
通
じ
て
微
増
傾
向
を
続
け
た
後
、

一
九
六
〇
年
代
以
降
は
急
速
に
増
加

し
て
、

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
)
年
に
は
四
〇
、
七
九
八
人
と
、
三
〇
年
前

の

七
倍
余
に
達
し
た
。
残
る
三
駅
の
乗
車
人
員
は

一
九
五
〇
年
代
に
は
な
お
横

ば
い
状
態
に
あ

っ
た
が
、
富
田
駅
で
は

一
九
五
〇
年
代
末

か
ら
次
第
に
増
加

し
は
じ
め
、
総
持
寺
駅
で
は
日
本
住
宅
公
団

の
総
持
寺
団
地
が
完
成
し
た

一

九
六

一

（昭
和
三
六
)
年
に
急
増
し
て
富
田
駅
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上

牧
駅
の
増
勢
は
に
ぶ
く
、
東
上
牧
お
よ
び
淀
の
原
町
の
宅
地
開
発
が
進
行
し

た

一
九
六
〇
年
代
末
期
に
約
三
、
○
○
○
人
増
加
し
た
も

の
の
、

一
九
七
〇

年
代
に
は
再
び
横
ば
い
状
態
に
な

っ
た
。

図
五
六
は
高
槻
市
駅
に
お
け
る
乗
降
車
人
員
の
時
間
帯
別
推
移
を
示
し
た

も
の
で
、
乗
車
人
員
は
午
前
八
時
台
に
著
し
く
集
中
し
、
出
勤
時
の
ラ
ッ
シ

ュ
の
激
し
さ
を
如
実
に
表
わ
し
て
い
る
。

一
方
、
降
車
人
員
は
高
槻

へ
の
通

勤
通
学
者
に
よ

っ
て
朝
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
ピ
ー
ク
を
作
る
ほ
か
、
夕
方
に
は
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勤
め
帰
り
の
人
々
に
よ
っ
て
や

や
幅
の
広
い
ピ
ー
ク
を
作

っ
て

い
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
通
勤

通
学
者

の
多

い
衛
星
都
市
の
中

核
駅
に
み
ら
れ
る
典
型
的
な
も

の
で
、
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
が
短
時

間
に
集
中
す
る
の
に
対
し
、
夕

方
の
ラ
ッ
シ
ュ
は
時
間
の
幅
が

大
き
く
な

っ
て
い
る
。

一
九
七

〇
年
と

一
九
八
〇
年
を
比
較
す

る
と
、

一
九
八
〇
年
に
は
朝
の

ラ
ッ
シ

ュ
が
い
っ
そ
う
顕
著
に

な

っ
た
も
の
の
、
夕
方
の
ラ

ッ

シ
ュ
は
ピ
ー
ク
の
高
さ
よ
り
も

幅

の
方
が
拡
大
し
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

図５６　高槻市駅時間別乗車降車人員
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

大
規
模
な
宅
地

開

発

の

展

開

高
槻
市
域
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
大
規
模
な
宅
地
開
発
が
活
発
に
行
わ
れ
、
急
速
に
市
街
地
が
拡

大
し
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、市
街
地
の
拡
大
は
宅
地
開
発
の
み
に
よ
っ
て
進
展
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
官

公
庁
や
学
校

・
病
院
な
ど
の
公
共
施
設
、
工
場
や
倉
庫

・
作
業
所

・
材
料
置
場
な
ど
の
生
産
施
設
、
さ
ら
に
は
商
業
施
設
や
公

写４８８　府営川西住宅 （市内川西町二丁目)

園

・
緑
地
な
ど
の
建
設
整
備
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
概
要
に

つ
い
て
は

『
高
槻
市
域
の
土
地
利
用
変
遷
図
』
（高
槻
市
史
第
五
巻
付
図
)
に

示
し
て
お
い
た
。
前
節
で
略
述
し
た
農
地
転
用
の
進
展
状
況
も
ま
た
、
市

街
地
の
拡
大
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
節
で
は
、

ま
ず
宅
地
開
発
の
進
展
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
か
ら
検
討
を
は
じ
め
よ
う
。

高
槻
市
域
に
お
け
る
宅
地
開
発
の
歴
史
は
古
く
、
民
間
企
業
に
よ
る
大

規
模
な
分
譲
住
宅
地
の
造
成
と
い
う
面
に
限

っ
て
み

て
も
、

一
九

二
八

（昭
和
三
)
年
に
現
在

の
阪
急
京
都
線
を
開
通
さ
せ
た
新

京
阪
電
鉄

（現
阪

急
電
鉄
)
に
よ
る
高
槻
経
営
地

（現
阪
急
高
槻
市
駅
周
辺
四
万
坪
、
昭
和
四
年
竣

工
)
と
富
田
桜
ケ
丘
経
営
地

（現
阪
急
富
田
駅
東
方
、
昭
和
五
年
竣
工
)
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
。

と
は
い
え
、
高
槻
市
域
の
宅
地
開
発
が
急
速
に
展
開
し
は
じ
め
た
の
は

昭
和
三
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
そ
の
口
火
を
切

っ
た
の
は
府
営
住
宅
団
地

の
造
成
で
あ

っ
た
。
高
槻
市
域

の
府
営
住
宅
と
し
て
は

一
九

四
九

（昭
和
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写４８９　住宅公団玉川橋団地

（市内玉川二丁目)

二
四
)
年

に
建
設
さ
れ
た
大
字
芥
川
地
籍

の
川
西
地
区

一
三
〇
戸
が
も

っ
と

も
古
く
、

つ
い
で
五

一
年
に
大
字
赤
大
路
の
四
〇
戸
、
翌

五
二
年
に
は
梶
原

地
区
で

一
三
〇
戸
、
五
三
年
に
は
高
槻
北
園
町
で
七
〇
戸
の
府
営
住
宅
が
建

設
さ
れ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、

一
九
五
五
年
に
建
設
さ
れ
た
千
代

田
町
住
宅
の
二

一
四
戸
を
皮
切
り
に
、
五
九
年
に
は
城
東

町
の
二

一
六
戸
と

天
川
町
の
五
三
八
戸
が
同
時
に
建
設
さ
れ
、
つ
い
で
六

一
～
二
年
の
津
之
江

団
地
七
四
六
戸
、
六
三
～
四
年
の
芝
生
団
地
八
九
七
戸
、
そ
し
て
六
三
～
五

年
の
深
沢
団
地

一
、
〇
六

一
戸
と
次
第
に
規
模
を
拡
大
し
、
建
設
地
も
市
域

南
部

へ
と
拡
散
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
府
営
住
宅
の
建
設
と
並
行
し
て
民
間
企
業

に
よ
る
宅
地
開
発

も
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
前
か
ら
の
実
績
を
有
す
る
新
京
阪
電
鉄
を

受
け
継
い
だ
阪
急
電
鉄
が
先
鞭
を
つ
け
た
。
そ
の
第

一
号

は

一
九
五
七

（昭

和
三
二
)
年
に
造
成
さ
れ
た
富
田
町
西
方
の
昭
和
台
町
三
四
九
戸

で
あ
り
、

一
九
五
九
～
六
〇
年

の
北
昭
和
台
町
七
六
戸
と
城
東
町
七
八
戸
、
天
王
町
二

一
〇
戸
が
こ
れ
に
続
い
た
。
阪
急
電
鉄
は
そ
の
後

も
、

一
九
六
〇
～
三
年
に
緑
町
九
三
戸
、
六

一
～
三
年
に
柳
川
町

一
六
三
戸
、
六
二
～
三
年
に
は
藤
の
里
町
二
八
五
戸
と
登
美

の
里
町

一
三
〇
戸
を
あ
い
つ
い
で
造
成
し
、
同
系
列
の
大
同
阪
急
も
六
〇
～
二
年
に
松
原
町
で

一
〇
〇
戸
を
分
譲
し
て
、
府
営

住
宅
と
と
も
に
昭
和
三
〇
年
代

の
市
域
南
部
に
お
け
る
宅
地
開
発
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
。
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

一
方
、
市
域
中
部
の
丘
陵
地
に
向
か
っ
て
は
、
一
九
五
七

（昭
和
三
二
)
年
に
高
槻
市
開
発
協
会
が
天
神
町

で
九

・
九

ヘ
ク
タ

ー
ル
に
の
ぼ
る
宅
地
を
造
成
し
た
が
、
そ
の
後
は
昭
和
三
〇
年
代
末
ま
で
開
発
の
手
が
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、
こ
の
丘

陵
地
で
は
名
神
高
速
道
路

の
建
設
工
事
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
の

で
あ

り
、

一
九
六
三

（昭
和
三
八
)
年
に
こ
の
道
路

が
開
通
す
る
と
、
工
事
用
に
開
設
さ
れ
た
取
付
道
路
を
利
用
し
て
丘
陵
地
の
開
発
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
六
二
～
六
九
年
に
造
成
さ
れ
た
安
岡
寺
地
区
四

一
・
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
、

一
、
五
六
〇
戸

（大
平
産
業
)、

六
三
～
六
九
年

の

日
吉
台
地
区
五
四

・
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
、

一
、
五
〇
〇
戸

（船
場
産
業
)、
六
五
～
六
八
年

の
南
平
台

一
八

・
六

ヘ
ク
タ
ー

ル
、
六

〇
三
戸

（丸
紅
不
動
産
)
な
ど
が
そ
れ
で
、
開
発
規
模
は

一
段
と
大
き
く
な

っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
民
間
企
業
に
よ
る
開
発
地
域
が
木
造

一
～
二
階
建

の

一
戸
建
住
宅
を
主
体
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
鉄
筋

コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
中
層
住
宅
を
中
心
と
す
る
独
特
の
大
規
模
な
住
宅
団
地
を
建
設
し
、
い
わ
ゆ
る
団
地
族
を
生
み
出
し
て
い
っ
た

の
が
日
本
住
宅
公
団
で
あ

っ
た
。
高
槻
市
域
で
は

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
～

一
年
に
茨
木
市
域
に
中
心
施
設
を
有
す

る
総

持

寺
団
地
の

一
部

（
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
、
二
四
〇
戸
)
が
建
設
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、
そ
の
後
六
八
～
九
年

に
は
玉
川
橋
団
地

(
一
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
三
五
〇
戸
)
が
、
六
九
～
七
〇
年

に

は
富
田
団
地

（
二
六
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
三
、
○
○
○
戸
)
が
建
設

さ
れ
た
。
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
柱
本
団
地

（六
九
～
七
三
年
、
一
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
五
七
〇
戸
)
と
下

田
部
団
地

（六
九
～

七
〇
年
、
二
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
、
六
〇
〇
戸
)
も
ま
た
中
層
住
宅
を
主
体
と
す
る
大
規
模
な
住
宅
団
地
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
住
宅
団
地
は
四
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
高
槻
市
内
で
は
建
設
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

上
述
の
よ
う
な
宅
地
造
成
地
の
分
布
を
造
成
開
始
の
年
代
別
に
示
し
た
の
が
図
五
七
で
、
作
図
上
の
都
合
か
ら

一
件
あ
た
り

の
造
成
面
積
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
規
模
な
も
の
の
み
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
、高
槻
市
域

の
大
規
模
宅
地
開
発
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図57 高槻市内の大規模宅地造成地(面 積2ha以 上)の 分布
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

が
昭
和
三
〇
年
代
前
半
に
高
槻
地
区
東
方
と
富
田
地
区
南
西
方
と
い
う
既
成
市
街
地
に
隣
接
す
る
地
区
か
ら
開
始
さ
れ
た
後
、

年
代
を
追

っ
て
次
第
に
市
域
の
中

・
南
部
全
域
に
わ
た

っ
て
拡
散
し
て
い
っ
た
こ
と
、
年
代
的
に
は
昭
和
三
〇
年
代
後
半
と
昭

和
四
〇
年
代
前
半
が
宅
地
開
発
の
ピ
ー
ク
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ミ

ニ
開
発
と
マ
ン

シ

ョ
ン

の
盛

況

高
槻
市
域
に
お
け
る
大
規
模
な
宅
地
開
発
は
、

市
街
地
の
急
速
な
拡
大
と
爆
発
的
な
人
口
増
加

を
ひ
き
起
し
た
主
役
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
必
然
的
に
広
大
な
用

地
を
必
要
と
し
た
た
め
、
そ
の
多
く
が
既
成
市
街
地
か
ら
は
や
や
離

れ
た
所
に
立
地
し
、
周
囲
に
は
田
畑
や
山
林
を
残

す

こ
と
に
な

っ

た
。
こ
れ
ら
の
田
畑
や
山
林
を
蚕
食
し
て
市
街
化
し
て
い
っ
た
の
は

中
小
不
動
産
業
者
や
個
人
に
よ
る
ミ
ニ
開
発
で
、
大
規
模
な
住
宅
地

が
造
成
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
そ
の
隣
接
地
や
既
成
市
街
地
の
縁
辺
部

で
進
行
し
て
い
っ
た
。

図
五
八
は

一
九
六
七

（昭
和
四
二
)
年
度
か
ら

一
九
七
八

（同
五
三
)

年
度
ま
で
の
住
宅
地
な
ど
の
開
発
状
況

の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
、

昭
和
四
〇
年
代
前
半
ま
で
著
し
く
増
大
し
て
い
た
宅
地
開
発
が
、
面

積
は

一
九
六
八

（昭
和
四
三
)
年
度
、
件
数

は

一
九
六
九

（昭
和
四
四
)

年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
は
漸
減
傾
向
を
た

図58　住宅地造成等開発状況の推移
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図５９　富田南東方における ミニ開発の展開
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

ど
り
、
一
九
七
四

（昭
和
四
九
)
年
度
以
降
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
に
な

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は

一

件
あ
た
り
平
均
面
積
の
縮
小
で
あ
り
、
大
規
模
開
発
が
盛
ん
だ

っ
た

一
九
六
七

・
八
年
度
に
は
八
～
九
、
○
○
○
平
方
メ
ー
ト

ル
と
い
う
水
準
に
あ

っ
た
も
の
が
、
七
〇
年
度
以
降
は
二
～
三
、
○
○
○
平
方
メ
ー
ト

ル
前
後
に
ま

で
落
ち

込
ん

で
し
ま

っ

た
。
七
八
年
度
に
再
び
八
、

一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
拡
大
し
て
い
る
の
は
例
外
的
な
も

の
で
、
こ
の
年

に
総
面
積
四
〇

・

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
る
北
部
開
発
が
申
請
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
を
除
く
と
こ
の
年
度

の
平
均
面
積

は

一
、
四
〇
二
平

方
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

一
件
あ
た
り
平
均
面
積
の
推
移
は
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
以
降

の
宅
地
造
成
が
ミ
ニ
開
発
を

中
心
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

図
五
九
は
こ
の
よ
う
な
ミ

ニ
開
発
の

一
例
と
し
て
、
富
田
町
の
南
東
方
に
続
く
寿
町

・
栄
町

・
川
添
町
の

一
帯
に
お
け
る
宅

地
造
成

の
状
況
を
図
示
し
た
も
の
で
、
開
発
申
請
が
提
出
さ
れ
た
単
位
ご
と
に
区
画
し
た
う
え
で
三
年
刻
み

の
年
代
別
区
分
を

表
わ
し
て
い
る
。
図
の
北
西
縁
に
は
富
田
町
の
旧
市
街
地
が
姿
を
見
せ
て
お
り
、
北
東
辺
に
は
府
営
住
宅
の
津
之
江
団
地

（
一

九
六
一
～
二
年
造
成
)
と
芝
生
団
地

（
一
九
六
三
～
四
年
造
成
)
の

一
部
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
南
辺
の
大
部
分
を
占
め
る
大
き
な

単
位
は

一
九
六
九
～
七
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
日
本
住
宅
公
団
の
富
田
団
地
で
あ
り
、
南
西
隅
に
は
阪
急
不
動
産
に
よ
る
西
町
住

宅

（
一
九
六
六
年
造
成
)
が
あ
る
。

富
田
の
旧
市
街
と
こ
れ
ら
の
大
規
模
団
地
に
囲
ま
れ
た
こ
の
地
区
の
宅
地
造
成
で
大
き
な
役
割
を
担

っ
た
の
は
、
昭
和
三
〇

年
代
末
か
ら
進
出
を
開
始
し
た
小
林
住
宅
で
あ
り
、
昭
和
四
〇
年
代
前
半
を
通
じ
て
寿
町
か
ら
栄
町
二
丁
目

に
ま
た
が
る
広
い

範
囲
で
分
譲
住
宅
の
建
設
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。
し
か
し
同
社
の
工
事
施
行
単
位
は
い
ず
れ
も

一
ヘ
ク
タ
ー

ル
前
後

で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
隣
接

し
て
続

い
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
府
営
住
宅
や
富
田
団
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
団
地
全
体
を
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写490　 古曽部地区に建ち並ぶマンション （市内古曽部町二丁目)

通
じ
た
計
画
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
工
事
施
行
単
位
ご
と
に
街
路

網
や
宅
地
の
区
画
が
若
干
異
な
り
、
隣
接
地
区
と
の
接
続

に
円
滑
さ
を
欠
く

一
方
、
全
体
で
は
七
～
八
千
人
の
人
口
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
公
園
緑

地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

の
形
成
も
自
然
発
生
的
な

も
の
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
意
味
で
、
こ
の
地
区

に
お
け
る
小
林
住

宅
の
宅
地
造
成
は
ミ

ニ
開
発
の
範
疇
に
入
る
も

の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
同
社
の
造
成
地

の
場
合
は
、
同

一
業
者
に
よ

る
継
続
的
な
宅
地

開
発
で
あ

っ
た
た
め
、
全
体
を
通
じ
て
あ
る
種
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
が
、
昭
和
四
〇
年
代
中
期
以
降
こ
れ
に
隣
接
す

る
地
区
で
十
指
に

余
る
不
動
産
業
者
や
個
人
に
よ
っ
て
あ
い
つ
い
で
展
開
さ

れ
た
宅

地
造
成

は
、
ミ
ニ
開
発
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

一
施
工
単
位

の
面

積
は
○

・
二
～
○

・
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
工
単
位
ご

と
に
完
結
し
た
街
路
計
画
と
宅
地
区
画
が
採
用
さ
れ
た
た
め
、
隣
接
地
区
と

の
接
続
は
極
め
て
悪
く
、
各
住
宅
の
規
模
や
建
築
様
式
、
建
物
の
向
き
な
ど

も
多
様
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
、
こ
の
地
区
が
曲
が
り
な
り
に
も
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
東
西
南
北
に
伸

び
る
街
路
網
に
よ

っ
て
大
わ
く
が
設
定
さ
れ
、
ミ
ニ
開
発
地
区
の
生
活
街
路
も
こ
れ
ら
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
袋
小
路
化

す
る
の
を
回
避
で
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き
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
区
が
古
代
律
令
制
下
で
設
定
さ
れ
た
条
里
制
土
地
区
画
を
今
日
ま
で
伝
え
て
き
た

こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
既
存

の
条
里
制
土
地
区
画
を
ま

っ
た
く
無
視
し
、
独
自
に
団
地
内

の
完
結
性
と
統

一
性
を
主
眼
と
し

て
計
画
さ
れ
た
府
営
住
宅
団
地
と
ミ
ニ
開
発
地
区
と
の
間
の
接
続
が
も

っ
と
も
円
滑
さ
を
欠
く
と
い
う
皮
肉

な
結
果
を
生
み
出

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ミ
ニ
開
発
が
盛
行
し
た
昭
和
四
〇
年
代
後
半
は
ま
た
、
国
鉄
や
阪
急
の
駅
に
比
較
的
近
接
し
た
既
成
市
街
地
の

縁
辺
部
に
残
さ
れ
た
農
地
や
山
林

・
空
地
な
ど
を
利
用
し
て

マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
設
が
盛
ん
に
な

っ
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。
国
鉄

高
槻
駅
か
ら
徒
歩
で

一
〇
分
前
後
と
い
う
古
曽
部
地
区
や
真
上
地
区
が
そ
の
典
型
で
、
四
～
八
階
建
の
中
層
建
築
物
が
数
多
く

み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
そ
れ
ま
で
高
槻
市
域
に
お
け
る
中
層
建
築
住
宅
を

一
手
に
引
き
受
け
て
き
た
日
本
住
宅
公
団
や
大

阪
府
住
宅
供
給
公
社
が
市
内
で
の
団
地
造
成
を
停
止
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
中
層
建
築

の
住
宅
供
給
を
民
間
業
者
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
肩
替
り
し
た
と
い
う
形
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
高
槻
市
に
新
し
い
都
市
景
観
を
付
加
し
、
土
地
利
用
の
高
度
化
を
促
進
す
る
と
い
う
点
で
は

一
定

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
地
区
の
人
口
収
容
力
を
急
速
に
高
め
て
人
口
増
加
を
激
し
く
し
、
学
校
や
公
園
、
上
下
水
道
や

道
路
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
都
市
施
設
の
整
備
と
の
間
に
不
調
和
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
た
め
高
槻
市
で
は
、

一

九
七
九

（昭
和
五
四
)
年
三
月
か
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
規
制
に
乗
り
出
し
、
そ
れ
以
降
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
が
鈍
化
し
て
い

る
。事

業
所
の
増
加
と

産
業
構
成
の
変
化

上
述
し
た
よ
う
な
市
街
地
の
拡
大
は
、
単
に
高
槻
市
に
住
む
人
口
を
増
大
さ
せ
た
だ
け

で
は
な
く
、
高
槻

市

の
産
業
活
動
を
担
う
各
種
事
業
所
の
増
加
と
産
業
構
成

の
変
化
を
も
伴

っ
て
い
た
。
表

一
九
二
は

一
九
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五

一
（昭
和
二
六
)
年
度
以
降
三
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
き
た
事
業
所
統
計
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
時
点
に

お
け
る
高
槻
市
の
事
業
所
数
と
そ
こ
で
働
く
従
業
者
数
の
変
化
を
示
し
た

も

の

で
、

一
九
五
七

（昭
和
三
二
)
年
以
前
の
数
値

は
高
槻
市
に
合
併
す
る
以
前
の
富
田
町
や
三
箇
牧
村

・
樫
田
村

の
数
値
を
含
ん
で
い
な
い
。

そ
こ
で
高
槻
市
の
現
市
域
が
す
で
に
完
成
し
て
い
た

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
)
年
以
降
の
動
向
を
み
る
と
、
六
〇
年
に
は

一
、

九
〇

一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
事
業
所
数
が
七
八
年
に
は
九
、
二
七
七
事
業
所

へ
と
増
加
し
、
こ
の

一
八
年
間
に
五
倍
弱
と
い
う
著
し

い
増
大
を
示
し
た
の
に
対
し
、
従
業
者
数
の
方
は
六
〇
年

の
二
万

一
、
六
七
五
人
か
ら
七
八
年

の
七
万
三
、七
〇
三
人
ま
で
三

・

四
倍
に
増
加
し
た
に
と
ど
ま
り
、
全
体
と
し
て
は
従
業
者
数

の
少
な
い
小
規
模
事
業
所
の
増
加
が
顕
著
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
も
年
次
別
に
み
る
と
、
事
業
所
数

の
伸
び
が
も

っ
と
も
大
き
か
っ
た
の
は

一
九
六
六

（昭
和
四

一)
～

一
九
六
九

よる。△は減少)

（昭
和
四
四
)
年
の
三
年
間
で
、
六
九
～
七
二
年
が
こ
れ
に
続

い
て
お
り
、

前
述
し
た
爆
発
的
人
口
増
加
期
に
事
業
所
数
の
伸
び
も
著
し
か
っ
た
。

一
方
従
業
者
数

の
方
は
、
六
六
～
六
九
年
に
最
大
の
増
加
を
示
し
た
点

は
事
業
所
数

の
場
合
と
同
じ
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に

つ
ぐ
大
き
な
増
加

を
記
録
し
た
の
が
六
〇
～
六
三
年
の
三
年
間
で
、
高
槻
市
の
工
業
化
が

顕
著
だ

っ
た
昭
和
三
〇
年
代
に
は
比
較
的
規
模
の
大
き
な
事
業
所

の
進

出
が
目
立

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
所

の
産
業

（大
分
類
)
別
構
成
は
図
六
〇
に
示
し
た

通
り
で
、
事
業
所
数

（下
段
)
で
は
高
槻
市
の
事
業
所
の
半
数
以
上
が
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表１９２　高槻市の事業所数と従業者数の推移 （事業所統計に

一
貫
し
て
卸

・
小
売
業
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
こ
れ
に

つ
い
で
い
た
。
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
製
造
業
事
業
所

の
構
成
比
は
小
さ

く
、
昭
和
三
〇
年
代
、
昭
和
四
〇
年
代
を
通
じ
て
七
パ
ー
セ
ン
ト
前
後

で
推
移
し
た
後
、

一
九
七
八

（昭
和
五
三
)
年
に
は
五

・
七
パ
ー

セ
ン

ト
に
ま
で
低
下
し
た
。

と
こ
ろ
が
従
業
者
数
の
産
業
別
構
成

（上
段
)
に
な
る
と
立
場

は
逆

転
し
、
製
造
業
従
業
者
が
各
年
次
と
も
最
大
の
構
成

比
を
保
持
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
顕
著
な
の
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
前

半
に
か
け
て
の
そ
れ
で
、

一
九
六
三

（昭
和
三
八
)
年

に
六
三

・
五
パ

ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
率
を
記
録
し
た
の
を
筆
頭
に
、

五
八
年
か
ら
六
九

年
ま
で
終
始
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
維
持
し
、
六
九
年
の
製
造
業
従

業
者
数
は
三
万
二
、
五
八
二
人
に
達
し
た
。
し
か
し
昭
和
四
〇
年
代
後

半
以
降
は
、
製
造
業
従
業
者
の
構
成
比
が

一
九
七

二

（昭
和
四
七
)
年

の
四
四

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
八
年

の
三
二

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

急
減
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
絶
対
数
も
ま
た
七
二
年
に
二
万
八
、
四

三
〇
人
、
七
五
年
は
二
万
五
、
三
六
四
人
、
七
九
年

に
は
二
万
四
、
〇

一
〇
人
と
漸
減
し
て
き
た
。
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図６０　高槻市の産業 （大分類)別 事業所 ・従業者構成の推移
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こ
れ
に
か
わ

っ
て
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
大
き
な
増
加
を
示
し
た
の
は
卸
・小
売
業

の
従
業
者
数
で
、
昭
和
三
〇
年
代
中
期
か

ら
の

一
〇
年
間
は

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
推
移
し
て
き
た
も
の
が
、

一
九
七
二

（昭
和
四
七
)
年
に

一
万
三
、
三
八
三
人

（
二

一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
台
に
達
し
た
後
は
、
七
五
年

一
万
七
、
五
五
五
人

（二
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
七

八
年
二
万
○
、
四
五
二
人

（二
七

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
大
き
な
伸
び
を
記
録
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者

の
動
向
も
こ
れ
と
よ

く
似
た
動
き
を
示
し
、

一
九
六
九

（昭
和
四
四
)
年
に
八
、
六

一
六
人

（
一
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
に
す
ぎ
な
か

っ
た
も
の
が
、
七

八
年
に
は

一
万
六
、
一
九
六
人

（
二
二
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
)

へ
と
、
こ
の
九
年
間
に
絶
対
数
は
二
倍
近
く
に
増
大
し
た
。

こ
の
よ
う
な
産
業
構
成

の
変
化
は
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半

に
は
ま
だ
地
方
的
な
中
心
都
市
と
し
て
相
対
的

に
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
産
業
構
成
を
有
し
て
い
た
高
槻
市
が
、
昭
和
三
〇
年
代
に
は
急
速
な
工
業
化
に
よ

っ
て
工
業
都
市
的
な
性
格
を
強
め
、
そ

の
結
果
と
し
て
産
業
構
成

の
バ
ラ
ン
ス
を

一
時
的
に
崩
し
た
も
の
の
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
以
降
は
都
市
人

口
の
急
増
に
伴
う

需
要
の
拡
大
と
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
た
市
民
生
活
水
準
の
上
昇
を
背
景
に
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
充
実
を
促
進
し
、
高

槻
市
全
体
と
し
て
の
産
業
構
成
を
再
び
調
和
の
と
れ
た
も
の
に
回
復
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

工
業
化
の
進
展

と

そ

の

特

色

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
工
業
統
計
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

一
九
五
五

（昭
和
三
〇
)
年

の
高
槻
市
に
は

一

一
四
の
工
場
が
立
地
し
、
総
数
四
、

五
八
五
人
の
従
業
者
が
五
七
億
円
余
り
の
製
造
品
出
荷
額
を
あ
げ
て

い
た
が
、

一
九
七
九

（昭
和
五
四
)
年
に
は
工
場
数
四
五
四
、
従
業
者
数
二
万
○
、
六
五
八
人
、
製
造
品
出
荷
額
四
、
三
〇
九
億

円
と
、
こ
の
二
三
年

の
間
に
工
場
数
は
四

・
○
倍
、
従
業
員
数
は
四

・
五
倍
、
出
荷
額
は
七
五

・
六
倍
に
増
大
し
た
。
出
荷
額

の
倍
率
が
極
端
に
高
い
の
は
こ
の
間
の
物
価
上
昇
が
著
し
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

図
六

一
は
こ
の
間
の
推
移
を
年
次
別
に
示
し
た
も
の
で
、
昭
和
三
〇
年
代
に
は
工
場
数

の
増
加
を
は
る
か
に
上
回
る
ス
ピ
ー
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ド
で
従
業
者
数
が
増
加
し
た
の
に
対
し
、
昭
和
四
〇
年
代
に

入
る
と
従
業
者
数
の
伸
び
が
鈍
化
す
る

一
方
、
そ
の
中
期
に

は
工
場
数
が
急
増
し
た
。
と
こ
ろ
が
工
業
従
業
者
数
は

一
九

七
二

（昭
和
四
七
)
年
の
二
万
五
、
九
三
二
人
を
ピ
ー
ク
と
し

て
、
こ
の
年
以
降
は
年
々
減
少
を
記
録
し
、
工
場
数
も
若
干

の
変
動
を
含
み

つ
つ
も
横
ば
い
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中

で
お
お
む
ね
着
実
に
拡
大
し
て
き
た
の
は
出
荷
額
で
、
こ
の

中
に
は
昭
和
四
〇
年
代
に

「
狂
走
物
価
」
と
呼
ば
れ
た
名
目

上
の
伸
び
も
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

一
九
七
五
～

七
七
年

の
三
年
間
は
従
業
員
数
、
工
場
数
が
と
も
に
減
少
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
荷
額
は
増
大
し
、
合
理
化
の
推
進
に

よ

っ
て
生
産
性

の
向
上
が
計
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語

っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
た
七
八

・
七
九
年
に
は
連
続
し
て

減
少
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
高
槻
市
域

へ
の
工
場
立
地
は
ど
の
よ
う
に
進
展

し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
み
る
た
め
に
作
成
し

た
の
が
図
六
二
で
、
従
業
員
二
〇
人
以
上
を
有
す
る
工
場
に

注） 工業統計調査結果による。図６１　高槻市の工業の推移
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図６２　高槻市の工場 （従業者２０人以上）の業種別設立年代別分布
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つ
い
て
、
設
立
年
代
別
に
区
分
し
た
記
号
で
分
布
が
示
さ

れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
の
工
場
の
多
く
は

高
槻

・
芥
川
地
区
の
市
街
地
周
辺
に
大
き
な
敷
地
を
占
め

て
集
中
し
、
こ
の
他
で
は
富
田
地
区
に
若
干
の
工
場
が
み

ら
れ
た
の
み
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
か
ら
昭

和
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
高
槻
市
が
工
場
誘
致
政
策
を

推
進
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
の
時
期
以
降
工
場
の
立
地

が
急
テ
ン
ポ
で
進
行
し
た
。
そ
の
口
火
を
切

っ
た
の
は
産

業
道
路

（現
国
道

一
七
一
号
線
)
沿
い
の
高
槻

・富
田
間
に

一

九
五
二

（昭
和
二
七
)～
五
五

（同
三
〇
)
年
に
あ
い
つ
い
で

進
出
し
た
松
下
電
子
工
業

・
サ
ン
ス
タ
ー
歯
磨

・
明
治
製

菓

の
三
社
で
、
国
鉄
東
海
道
本
線
お
よ
び
阪
急
京
都
線
に

面
す
る
南
側
に
大
き
な
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
掲
げ
た
近
代
的

大
工
場
は
、
当
時
の
工
業
都
市
高
槻
を
象
徴
す
る
存
在
で

あ

っ
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
工
場

の
進
出
は
高
槻
以
西
の

国
道

一
七

一
号
線
沿
い
だ
け
で
は
な
く
、
国
道

一
七
〇
号

図63　 高槻市の工場数の産業中分類別構成の推移 （工業統計調査による。)
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線
や
主
要
地
方
道
大
阪
高
槻
線
に
沿

っ
て
も
金
属
機
械
や

化
学
製
品
を
製
造
す
る
工
場
を
中
心
に
増
大
し
、
昭
和
四

〇
年
代
に
は
上
牧
地
区
の
国
道

一
七

一
号
線
沿
道
や
三
箇

牧
地
区
に
も
拡
散
す
る

一
方
、
南
大
冠
地
区
や
庄
所

・
下

田
部
地
区

へ
は
工
場
の
集
積
が
進
ん
で
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
工
業
の
業
種
別
構
成

の
変
化
を
、
工
場
数

・

年
末
従
業
者
数

・
製
造
品
出
荷
額
の
三
要
素
に
つ
い
て
産

業
中
分
類
別
に
図
示
し
た
の
が
図
六
三
～
六
五
で
、
工
場

数
で
は
昭
和
三
〇
年
代
前
半
に
四
〇
～
五
〇
工
場
を
有
し

て
全
体
の
三
分
の

一
前
後
を
占

め
て

い
た
食
料
品

工
業

が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
と
急
減
し
、
昭
和
四
〇
年
代

後
期
以
降
は
三
〇
数
工
場
、
構
成
比
で
は
七
～
八
パ
ー
セ

ン
ト
で
安
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
機
械
工
業
と
金
属
製

品
工
業
は
昭
和
三
〇
年
代
前
期

の
数
工
場
か
ら
昭
和
四
〇

年
代
後
期
で
六
五
～
七
〇
工
場
ま
で
増
加
し
て
構
成
比
も

そ
れ
ぞ
れ

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
ま
で
上
昇
し
た
。
電
気

機
器
工
業
は
昭
和
三
〇
年
代
の
約
二
〇
工
場
か
ら
昭
和
五

図６４　高槻市の工業従業者数の産業中分類別構成の推移 （工業統計調査による。）
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

表193　 高槻市の工業従業者規模別構成

図65　 高槻市の製造品出荷額の産業中分類別構成の推移 （工業統計調査による。)
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

○
年
代
の
約
五
〇
工
場
ま
で
、
絶
対
数
で
は
二

・
五
倍
近
く
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
構
成
比
で
は

一
〇
～

一
〇
数
パ
ー
セ

ン
ト
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
従
業
者
数

の
面
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
前
半
に
電
気
機
器
工
業
が
全
工
業
従
業
者
の
半
数
以
上
を
占
め
、
化
学
工

業
と
食
料
品
工
業
、
パ

ル
プ

・
紙
工
業
が
こ
れ
に
続

い
て
い
た
。
そ
の
後
今
日
ま
で
、
化
学
工
業
以
下
の
三
業
種
は
そ
の
構
成

比
を
そ
れ
ほ
ど
変
化
さ
せ
て
こ
な
か

っ
た
が
、
電
気
機
器
工
業
は
次
第
に
構
成
比
を
低
下
さ
せ
、
機
械
工
業
と
金
属
製
品
が
そ

の
分
だ
け
増
加
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
場
数

・
従
業
者
数
と
も
に
、
昭
和
四
〇
年
代
後
期
以
降
は
業
種
別
構
成
を
ほ
と
ん
ど
変
化
さ
せ
ず
に
今

日
ま
で
続
い
て
お

り
、
高
槻
市
の
工
業
が
近
年
は
安
定
的
、
な
い
し
は
停
滞
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

製
造
品
出
荷
額
の
業
種
別
構
成
比
の
推
移
は
従
業
者
数

の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
動
向
を
た
ど

っ
て
き
た
が
、
業
種
に
よ

っ
て
若

干
異
な
る
好
況

・
不
況
の
波
を
反
映
し
て
、
年
次
に
よ
る
変
動
幅
は
相
対
的
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

高
槻
市
の
工
業
の
従
業
者
規
模
別
構
成
は
表

一
九
三
に
示
し
た
通
り
で
、
昭
和
三
〇
年
代
の
工
業
化
が

一
段
落
し
た

一
九
六

五

（昭
和
四
〇
)
年
に
は
大
中
規
模
の
工
場
が
相
対
的
に
多
く
、
一
工
場
当
た
り
の
平
均
従
業
者
数
は

一
〇
五

・
六
人
で
、
従
業

者

の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
五
〇
人
以
上
の
工
場
で
生
産
に
従
事
し
、
三
〇
〇
人
以
上
の

一
一
工
場
だ
け
で
全
市
工
業
従
業
者

の

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
雇
用
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
四
〇
年
代
を
通
じ
て
急
速
に
増
加
し
て
い
っ
た
の
は

一
〇
人
未
満
の

零
細
工
場
で
、
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
)
年
に
は
二
四
八
工
場
と
市
内
工
場
の
半
数
以
上
を
占
め
、
こ
の

一

〇
年
間
に
四

・
九
倍
に
も
増
え
た
。
こ
の
間
、
五
〇
〇
人
以
上

の
大
工
場
は
ま

っ
た
く
増
減
を
示
さ
ず
、
そ

の
結
果

一
工
場
当

た
り
の
従
業
者
数
は

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
)
年
が
六
五

・
四
人
、
七
五
年
が
四
八

・
三
人
と
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
昭
和
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第三章　市街地の拡大と農村の変貌

図６６　高槻市の工場 （従業者２０人以上)の 従業者規模別分布
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

五
〇
年
代
に
入
る
と
合
理
化
の
推
進
に
よ

っ
て
大
中
規
模

の
工
場
が
従
業
者
の
削
減
を
進
め
た
た
め
、
こ

の

ク

ラ

ス
の
工
場

数

・
従
業
者
数
は
と
も
に
若
干
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。

図
六
六
は

一
九
七
八

（昭
和
五
三
)
年
現
在
で
従
業
者
規
模
別
に
工
場
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
作
図
上
の
都
合
か

ら
従
業
者
数
二
〇
人
未
満
の
零
細
工
場
は
省
略
し
た
。
こ
の
図
と

『
高
槻
市
域
の
土
地
利
用
変
遷
図
』

（高
槻
市
史
第
五
巻
付
図
)

を
比
較
対
照
す
る
と
高
槻
市
内

の
工
業
地
区
が
明
瞭
に
な
る
わ
け
で
、
近
代
的
な
大
工
場
が
連
続
す
る
高
槻
～
富
田
間

の
国
道

一
七

一
号
線
沿
い
が
市
内
最
大
の
工
業
地
区
を
形
成
し
、
湯
浅
電
池
や
東
洋
製
缶
・不
二
サ
ッ
シ
工
業
な
ど
が
集
中
す
る
庄
所
・

下
田
部
地
区
が
そ
の
東
端
か
ら
南

へ
伸
び
て
い
る
。

一
方
南
大
冠
地
区
の
国
道

一
七
〇
号
線
に
沿

っ
て
は
、
ム
ネ
カ
タ
製
作
所

か
ら
山
下
鉄
工

・
ミ
ド
リ
十
字
ま
で
中
小
工
場
が
集
中
し
、
高
槻
以
東

の
国
道

一
七

一
号
線
沿
い
や
三
箇
牧
地
区
も
工
場
の
多

い
地
区
に
な

っ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
高
槻
市
の
工
業
は
、
道
路
輸
送
に
依
存
し
た
内
陸
型
の
最
終
消
費
財
生
産
部
門
が
卓
越

し
、
鉄
鋼

や
非
鉄
金

属

・
石
油
と
い
っ
た
素
材
生
産
部
門
や
、
船
舶

・
自
動
車
な
ど
大
規
模
な
組
立
工
業
を
欠
除
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

商

業

・
サ

ー

ビ

ス
部

門

の
充

実

昭
和
二
〇
年
代
後
期
の
高
槻
市
の
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
小
規
模
な
が
ら
も
小
都
市
な
り
の
バ
ラ
ン
ス
を

保

っ
て
機
能
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
〇
年
代
の
急
速
な
工
業
化
の
中
で
相
対
的
な
立
ち
遅

れ
を
示
し
た
。
こ

の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
市
民
の
商
品
別
購
売
場
所
に
関
す
る
調
査
結
果
で
、
一
九
六

一
（昭
和
三
六
)
年
に
は
食
料

品
や
日
用
雑
貨
品
と
い
っ
た
最
寄
品
に
つ
い
て
は
、
前
者
で
九
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
後
者
で
六
九

・
七
パ

ー
セ
ン
ト
と
大
多

数

の
人
達
が
高
槻
市
内
の
商
店
で
購
入
し
て
い
た
が
、
衣
料
品
や
身
辺
雑
貨
品
と
い
っ
た
買
い
ま
わ
り
品
で
は
六
〇
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
が
大
阪
市
を
は
じ
め
と
す
る
市
外
で
購
入
し
て
い
た
。
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し
か
し
昭
和
三
〇
年
代
後
半

以
降
、
高
槻
市
の
人
口
が
急
速

に
増
加
し
は
じ
め
る
と
、商
業
・

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
充
実
も
次
第

に
促
進
さ
れ
、
図
六
七
に
見
る

よ
う
に
、
昭
和
四
〇
年
代
に
入

る
と
商
店
数
・商
業
従
業
者
数
・

年
間
販
売
額
が
い
ず
れ
も
著
し

く
増
加
し
て
い
っ
た
。
そ
の
増

加
率
は
、

一
九
六
六
～
七
六
年

の

一
〇
年
間
で
商
店
数
が
二

・

六
倍
、
商
業
従
業
者
数
が
三

・

図６７　高 槻市 の商 業　 １９５２～ １９７９ （昭和２７～５４)年

注)１ ９５６年以前 は富田 ・樫 田を含 まず,１ ９５４年 以前

は三箇牧 を含 まず,商 業統 計は１９７６年 まで は一年

おき,以 後 ２年お き。

 

三

倍

、
年

間

販

売

額

が

一
三

・
五
倍

に
達

し

、

こ

の
間

の
人

口
増

加

率

二

・
三

倍

を

い
ず

れ

も
上

ま

わ

っ
て

い

た
。

こ

の
結

果

、

市

民

の
商

品

別

購

売

場

所

の
構

成

も
変

化

し
、

一
九

七

五

（昭
和
五
〇
)
年

の
調

査

結

果

に

よ

る

と

、

高
槻

市

内

で

の
購

売

比

率

が

食

料

品

で
九

七

・

一
パ

ー

セ

ン
ト

、

日
用

雑

貨

品

で

八

二

・
四
パ

ー

セ

ン
ト

ま

で
上

昇

し

た

の
は

も

ち

ろ

ん

と

し

て
も

、

衣

料

品

の

六

六

・
○
パ

ー

セ

ン
ト

、
身

辺
雑

貨

品

の

五

七

・
九

パ

ー

セ

ン
ト

が

高

槻

市

内

で
購

入

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
て
、

一

九

六

一

（
昭
和
三
六
）
年

の
時

点

と

は

構

成

比

が
逆

転

し

た

こ

と
が

注

目

さ

れ

る
。
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図６８　高槻市の産業中分類別商品年間販売額構成比
の推移

こ
の
こ
と
は
高
槻
市
内

の
商
業
が
、
単
に

量
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
質
的
な
面
で

も
次
第
に
充
実
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
図
六
八
に
示
し
た
産
業
中
分
類
別

の
商
品
年
間
販
売
額
構
成
比
の
推
移
か
ら
そ

の
内
容

の
概
要
を
読

み
取

る
こ
と
が

で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
二

（昭
和
三
七
)
年

に
は
米
穀
類
や
菓
子

・
パ

ン

・
野
菜

・
果
実

や
食
肉

・
酒

・
調
味
料
な
ど
と
い
っ
た
食
料

品
小
売
業
の
販
売
額
が
全
体
の
四

一
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
圧
倒
的
に
多
く
、
医
薬

品

・
化
粧
品
や
書
籍

・
文
房
具

・
燃
料
な
ど

を

含

む

そ

の
他

の
小
売

業

の

一
七

・

一
パ

ー

セ

ン
ト

が

こ

れ

に
続

い

て

い

て
、

最

寄

品

の
比

重

が
著

し

く
高

か

っ
た
。

と

こ

ろ

が

そ

の
後

は

こ

れ

ら

の
構

成

比

が

次

第

に
低

下

し

、

一
九

七
九

（
昭
和

五
四
)
年

に

は
食

料

品

小
売

業

が

二

四

・
四
パ

ー

セ

ン
ト

と

全

体

の

四
分

の

一
以

下

に

す
ぎ

な
く

な
り

、

そ

の
他

の
小

売

業

も

一

一

・
五
パ

ー

セ

ン
ト

ま

で
縮

小

し

た

。

こ
れ

ら

に
代

わ

っ
て
著

し

い
増

加

を
記

録

し

た

の
が

百
貨

店

や

ス
ー

パ

ー

マ
ー

ケ

ッ
ト

を

含

む
各

種

商

品

小
売

業

で

、

一
九

七

九

（昭
和
五
四
)
年

に

は
全

体

の

一

一

・
四
パ

ー

セ

ン
ト

を

占

め

る
ま

で
に

な

っ
た

。

こ

の
こ

と

は
高

槻
市

の
商

業

機

能

充
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図６９　高槻市における大規模小売店舗の分布
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Ⅸ　現 代 の 高 槻

実
に
果
た
し
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
役
割
が
大
き
か

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
図
六
九
は

一
九
七
九

（昭
和
五
四
)
年
現
在

の
大
規
模
小
売
店
舗
の
分
布
を
種
類
別
に
示
し
た
も
の
で
、
百
貨
店
や
第

一
種
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
専
門
店
の
多
く
が
高

槻

・
芥
川
地
区
に
集
中
し
て
い
る

一
方
、
第
二
種
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
や
小
売
市
場
は
ひ
ろ
く
散
在
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
近

隣
商
業
地
区
の
核
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
百
貨
店
で
、
前
者
は
高
度
経
済
成
長
期
に
流
通
革
命
の
旗
手
と

し
て
出
現
し
、
昭
和
四
〇
年
代
以
降
全
国
各
地
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
高
槻
市
最
初
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
天
王
町
に

造
成
さ
れ
た
阪
急
住
宅
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
と
し
て

一
九
六

一

（昭
和
三
六
)
年
に
開
店

し
た
オ
ア
シ
ス
で
あ

っ
た
が
、

ま
も
な
く

一
九
六
三
年
に
は
阪
急
高
槻
市
駅
前
に
シ
ロ
（
一
九
六
九
年
以
降
は
ジ
ャ
ス
コ
)
が
中
心
商
業
地
区
進
出
第

一
号
と
し
て

出
店
し
、

一
九
六
八
年
に
は
中
心
商
業
地
区
の
勢
力
を
二
分
す
る
セ
ン
タ
ー
街
と
芥
川
商
店
街
に
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ズ
ミ
ヤ
と

ニ

チ
イ
が
進
出
し
た
。
ま
た
、
七

一
年
に
開
店
し
た
ダ
イ

エ
ー
高
槻
店
は
開
店
日
だ
け
で
二
〇
万
人
と
い
う
顧
客
を
吸
引
し
、
阪

急
高
槻
市
駅
東
方
に
新
し
い
商
店
街
を
成
長
さ
せ
る
原
動
力
に
な
っ
た
。

一
方
百
貨
店
は
、
西
武
百
貨
店
と
松
阪
屋
百
貨
店
が
国
鉄
高
槻
駅
を
は
さ
ん
で
対
峙
し
て
い
る
。
前
者
は
東
京
に
本
拠
を
置

く
同
社
が
関
西
進
出
の
第

一
号
店
と
し
て

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
)
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

も

の

で
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
開

店
日
の
前
々
日
に
火
災
を
起
し
、
す
で
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
全
商
品
を
焼
失
す
る
と
い
う

ハ
プ

ニ
ン
グ
は
あ

っ
た
も
の
の
、
開

店
後
は
市
内
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
市
域
外
か
ら
も
顧
客
を
吸
引
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。

一
方
の
松
阪
屋
は
、
高
槻
市
が
最
初

の
市
街
地
再
開
発
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
の
核
店
舗
と
し
て
、

一
九
七
九

（昭
和
五
四
)
年
に
開

店

し

た

も
の
で
、
今
日
で
は
西
武
百
貨
店
と
と
も
に
高
槻
市
小
売
商
業
の
中
核
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
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